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《
支
笏
湖
チ
ッ
プ
》
と
呼
ば
れ
る
市
の

魚
・
ヒ
メ
マ
ス
。
明
治
27
年
に
支
笏
湖

に
移
植
さ
れ
て
以
降
、
１
２
０
年
以
上

に
わ
た
り
、
継
承
さ
れ
て
き
た
命
の
営

み
。
そ
の
歴
史
に
は
、
人
と
の
密
接
な

関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。《
支
笏
湖
チ
ッ

プ
》
の
増
殖
と
生
態
系
を
守
る
漁
業
協

同
組
合
の
人
び
と
。
旨
い
魚
を
追
い
求

め
る
漁
師
た
ち
。
支
笏
湖
に
魅
せ
ら
れ

た
研
究
者
。
そ
し
て
、
チ
ッ
プ
を
愛
し

て
き
た
地
域
の
人
。
チ
ッ
プ
に
ま
つ
わ

る
人
び
と
の
く
ら
し
に
触
れ
、
支
笏
湖

の
風
土
が
育
ん
で
き
た
、
文
化
や
思
い

を
記
録
し
、
未
来
へ
伝
え
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
に
お
い
し
く
て
、
た
く
さ
ん

の
人
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
魚
が
千
歳
に

あ
る
こ
と
」
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う

願
っ
て
の
特
集
で
す
。

阿
寒
湖
カ
バ
チ
ェ
ッ
ポ
（
ヒ
メ
マ
ス
）

の
卵
、
15
万
粒
を
支
笏
湖
に
移
植
、

支
笏
湖
孵
化
場
仮
小
屋
建
設

支
笏
湖
畔
に
産
卵
の
た
め
群
を
な
し

た
カ
バ
チ
ェ
ッ
ポ
の
初
回
帰
を
確
認

カ
バ
チ
ェ
ッ
ポ
の
卵
を
亀
田
郡
漁
業

組
合
（
大
沼
）
へ
初
分
与

カ
バ
チ
ェ
ッ
ポ
の
卵
を
十
和
田
湖
と

大
沼
へ
分
与
（
道
外
初
分
与
）

卵
収
容
能
力
３
０
０
万
粒
の

支
笏
湖
ふ
化
場
を
建
設

カ
バ
チ
ェ
ッ
ポ
を

《
姫
鱒
（
ヒ
メ
マ
ス
）》
と
命
名

ヒ
メ
マ
ス
の
保
護
・
育
成
、
採
捕
許

可
を
得
た
支
笏
湖
保
勝
会
が
設
立
さ

れ
ヒ
メ
マ
ス
の
捕
獲
を
開
始

北
海
道
漁
業
取
締
規
則
に
よ
り

ヒ
メ
マ
ス
釣
り
を
規
制

（
解
禁
区
域
、
解
禁
期
間
を
設
定
）

人
工
ふ
化
事
業
の
協
力
、
密
漁
防
止

を
行
う
た
め
、
支
笏
湖
姫
鱒
孵
化
事

業
協
力
会
（
昭
和
35
年
に
支
笏
湖
ひ
め

ま
す
保
護
協
力
会
に
改
称
）
が
設
立

ヒ
メ
マ
ス
漁
の
解
禁
期
間
が
６
～
８

月
に
な
る

尾
ぐ
さ
れ
病
が
発
生
、
翌
年
に
は
水

カ
ビ
病
が
発
生
し
、
翌
年
全
面
禁
漁

支
笏
湖
ヒ
メ
マ
ス
釣
魚
対
策
協
議
会
が

設
立

支
笏
湖
ひ
め
ま
す
保
護
協
力
会
が
解
散

し
、
支
笏
湖
漁
業
組
合
が
設
立

支
笏
湖
ヒ
メ
マ
ス
移
植
１
０
０
年
・
養
殖

ヒ
メ
マ
ス
出
荷
10
周
年
記
念
事
業
を
開
催

《
ヒ
メ
マ
ス
》
と
《
サ
ケ
》
が
市
の
魚

に
制
定

千
歳
市
支
笏
湖
ヒ
メ
マ
ス
ふ
化
場
が

開
設
（
水
産
庁
か
ら
市
に
事
業
移
管
）

支
笏
湖
へ
の
動
力
船
の
乗
入
れ
を
禁
止

（
釣
り
目
的
の
場
合
は
許
可
を
受
け
れ

ば
使
用
可
能
）

支
笏
湖
漁
業
協
同
組
合
が
設
立

（
平
成
20
年
に
漁
業
権
を
取
得
。
21
年

に
市
が
支
笏
湖
漁
業
協
同
組
合
へ
業

務
を
委
託
）

支
笏
湖
漁
業
協
同
組
合
が
支
笏
湖
産

ヒ
メ
マ
ス
の
名
称
を
《
支
笏
湖
チ
ッ

プ
》
に
決
定

特集では、魚の呼び方を歴史や発言者の意図を考慮し、使いわけています。
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　 昭和 39 年６月１日。約 3 千の釣り人が湖面を埋め尽くした
　 昭和 58 年３月。釣魚対策協議会が密漁者の監視を行う　
　 平成５年 11 月１日。元・水産庁さけ・ますふ化場長の小
林哲夫氏が「支笏湖のヒメマスをめぐって」と題し、特別講
演を実施 　　令和２年６月 10 日。ヒメマス稚魚の放流。近
年は毎年 18 万 5,000 匹を放流　　　明治 41 年から昭和
26 年まで支笏湖畔を《王子軽便鉄道》が往来。
ヒメマスを運搬していたので、「蒸気機関車が、
チップ臭くなった」という話が残されています　

1
2
3

4
5
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姫鱒
ヒメマス

※ベニザケは本来、幼魚期を湖で過ごした後、海に下り回遊し、
産卵のため母川に遡上しますが、一生を湖で過ごすベニザケのこ
とを《ヒメマス》と呼びます。

支笏湖チップ

産卵期のオスは《婚姻色》と呼ばれる紅色の模様が現れます。

紅色はお嫁さん募集の色

産卵が終わった親魚の身を使った魚醤《姫しずく》
上品で癖のない味は、料理のかくし味におすすめ

ヒメマスは、ベニザケの湖沼残留型（※）で、サケ、カラフトマス、サクラマス
と同じくサケ目サケ科サケ属に属します。支笏湖では10月ごろに成熟した個体
である親魚（おもに４年魚）が湧水のある場所で産卵します。

親
しん
魚
ぎょ
の活用
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明
治
27
年
、
原
産
で
あ
る
阿
寒
湖
か

ら
支
笏
湖
に
ヒ
メ
マ
ス
が
移
植
さ
れ
ま

し
た
。
支
笏
湖
で
の
人
工
増
殖
が
は
じ

ま
っ
た
当
初
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
《
カ
バ

チ
ェ
ッ
ポ
（
薄
い
魚
）》
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。《
チ
ッ
プ
》
は
《
チ
ェ
ッ
ポ
》

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治

41
年
、
北
海
道
庁
水
産
課
の
森
脇
技
師

の
「
紅
の
小
な
る
は
姫
に
通
ず
」
と
い

う
提
案
に
よ
り
、
翌
年
に
《
姫
鱒
（
ヒ

メ
マ
ス
）》
と
い
う
和
名
が
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　
支
笏
湖
で
は
、
大
正
時
代
に
入
る
と

ヒ
メ
マ
ス
釣
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
釣
り
人
や
地
元
の
人
の
間

で
《
チ
ッ
プ
》
と
い
う
名
称
が
定
着
し

て
い
き
ま
し
た
。

　「
ヒ
メ
マ
ス
の
中
で
も
支
笏
湖
チ
ッ
プ

の
味
は
格
別
で
す
」
と
語
る
の
は
、
来

年
で
開
業
50
年
を
迎
え
る
支
笏
湖
チ
ッ

プ
料
理
専
門
店
「
寿
」
の
店
主
・
小
野

寺
正ま
さ
と
し利

さ
ん
。
支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
味
は
、

淡
水
魚
に
あ
り
が
ち
な
臭
み
が
な
く
、

サ
ケ
マ
ス
特
有
の
旨
み
が
あ
り
ま
す
。

お
も
に
刺
身
、
塩
焼
き
、
フ
ラ
イ
に
し

て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
支
笏
湖
チ
ッ

プ
は
骨
ま
で
柔
ら
か
い
の
で
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
広
く
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
味
の
秘
密
は
、
支
笏
湖
の
生
態
系
を

含
む
自
然
環
境
に
あ
り
ま
す
。
支
笏
湖

チ
ッ
プ
は
ミ
ジ
ン
コ
な
ど
の
動
物
性
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
主
食
と
し
て
い
ま
す
。

支
笏
湖
に
は
、
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
食
べ
る
他
の
魚
も
少
な
い
た
め
、
十

分
な
量
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
味
に
臭
み
が
で
る
水
生
昆

虫
を
口
に
す
る
こ
と
も
少
な
い
。
ま
た
、

年
間
を
通
じ
て
低
い
水
温
が
、
豊
か
な

脂
を
持
ち
引
き
締
ま
っ
た
身
を
つ
く
り

ま
す
。

　
水
質
日
本
一
に
何
度
も
輝
い
た
こ
と

が
あ
る
支
笏
湖
で
育
っ
た
《
支
笏
湖
チ
ッ

プ
》
は
湖
畔
の
飲
食
店
や
旅
館
で
提
供

さ
れ
、観
光
客
か
ら
「
非
常
に
お
い
し
い
」

と
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
も

お
い
し
い
支
笏
湖
チ
ッ
プ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
支
笏
湖
の
自
然
環

境
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

《
支
笏
湖
チ
ッ
プ
》
の
由
来

《
支
笏
湖
チ
ッ
プ
》
の
由
来

ヒ
メ
ヒ
メ
た
る
た
る
お
い
し
さ
教
え
マ
ス

お
い
し
さ
教
え
マ
ス

チップ寿司を握る小野寺さん。地元の人たちから
はマスターと呼ばれています。

体長は約30～40cm（４年魚）
※実寸サイズ

明治41年12月26日、北海道水産試験場長宛の通知文。
「森脇技師ノ提案ニ依リ姫鱒ト命名スルコト二決定」

支笏湖風土記

-Special Feature-
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チ
ッ
プ
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
《
志
》
を
持
っ
た
仲
間
と
と
も
に

支
笏
湖
に
し
か
な
い
味
を
伝
え
た
い

　
植
当
初
か
ら
国
が
中
心
と
な

り
実
施
し
て
き
た
《
ふ
化
放

流
事
業
》
は
平
成
10
年
に
市

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
ヒ
メ
マ
ス

の
安
定
供
給
に
向
け
た
資
源
保
護
を
行

う
た
め
、
平
成
21
年
に
《
支
笏
湖
漁
業

協
同
組
合
（
以
下
、
漁
協
）》
に
事
業

を
委
託
。
漁
協
は
、
支
笏
湖
産
ヒ
メ

支
笏
湖
産
ヒ
メ

マ
ス
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

マ
ス
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、

ら
い
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、

平
成
平
成
3030
年
に
ブ
ラ
ン
ド
名
称
を
《
支

年
に
ブ
ラ
ン
ド
名
称
を
《
支

笏
湖
チ
ッ
プ
》
に
統
一
し
ま
し
た
。

笏
湖
チ
ッ
プ
》
に
統
一
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年

　
令
和
２
年
1010
月
中
旬
、

月
中
旬
、
親親し

ん
ぎ
ょ

し
ん
ぎ
ょ魚魚
の
捕
の
捕

獲
作
業
真
っ
只
中
の
ふ
化
場
で
、

獲
作
業
真
っ
只
中
の
ふ
化
場
で
、
佐

藤
事
務
局
長
に
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
思

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
思

い
を
い
を
聴
き
ま
し
た
。

漁協で冷凍したものには《凍眠》という
シールが貼ってあります。旨みを逃さず
冷凍したことを意味する品質保証の証。

　支笏湖漁協・初代組合長の故・佐々木金治郎(1942-2015)さんは生前のインタビュー
で、次のように語っています。「過去には、数多くの稚魚の放流により、生態系のバラ
ンスが崩れ、尾ぐされ病などが起きました。その都度、地元の人間として辛い思いをし
てきたので、これからはそうならないためのふ化事業をやっていきたいと思っています。
漁協がヒメマスの漁業権をいただいたので、釣り人とともに資源を守り、ヒメマスがい
つまでも楽しまれる湖であってほしい。美しい自然を守っていく義務があり、そこに力
を注いでいきたいと思っています」。
　初代組合長の意思は次の世代に受け継がれ、近年は組合員だけでなく、地域の人びと
の協力を得ながら、湖の清掃活動などの環境問題に取り組んでいます。漁協のふ化放流
事業は、食料としての《支笏湖チップ》増殖だけでなく、生態系のバランスを保つ役割
を担っています。

佐々木 金
き ん じ ろ う

治郎さん
SASAKI KINJIRO

支笏湖漁業協同組合　初代組合長

写真提供 : 佐々木 義朗さん

受け継がれる意思

地
域
の
宝
、
支
笏
湖
チ
ッ
プ

地
域
の
宝
、
支
笏
湖
チ
ッ
プ

　
支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
漁
期
は
６
月
か

　
支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
漁
期
は
６
月
か

ら
８
月
で
資
源
の
数
も
限
ら
れ
て
い

ら
８
月
で
資
源
の
数
も
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
年
中
、
お
い
し
い
支
笏
湖

ま
す
。
１
年
中
、
お
い
し
い
支
笏
湖

チ
ッ
プ
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
漁
協

チ
ッ
プ
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
漁
協

独
自
で
取
り
扱
う
数
を
確
保
す
る
か

独
自
で
取
り
扱
う
数
を
確
保
す
る
か

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
は
、《
リ
キ
ッ
ド
フ
リ
ー

　

近
年
は
、《
リ
キ
ッ
ド
フ
リ
ー

ザ
ー
》
と
い
う
瞬
間
冷
凍
の
機
械
を

ザ
ー
》
と
い
う
瞬
間
冷
凍
の
機
械
を

使
っ
て
保
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

使
っ
て
保
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
支
笏
湖
周
辺
の
飲
食
店
で
は
、

よ
り
支
笏
湖
周
辺
の
飲
食
店
で
は
、

年
間
を
通
し
て
、
旬
と
変
わ
ら
な
い

年
間
を
通
し
て
、
旬
と
変
わ
ら
な
い

味
を
提
供
で
き
て
い
ま
す
。

味
を
提
供
で
き
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
６
月
１
日
に
な

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
６
月
１
日
に
な

る
と
親
父
が
釣
っ
て
き
た
チ
ッ
プ
を

る
と
親
父
が
釣
っ
て
き
た
チ
ッ
プ
を

隣
近
所
に
配
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

隣
近
所
に
配
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
「
今
年
も
チ
ッ
プ
を
あ
り
が

ん
か
ら
「
今
年
も
チ
ッ
プ
を
あ
り
が

と
う
ね
」
と
喜
ば
れ
た
こ
と
を
思
い

と
う
ね
」
と
喜
ば
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。《
チ
ッ
プ
》
は
支
笏
湖

出
し
ま
す
。《
チ
ッ
プ
》
は
支
笏
湖

の
人
や
、
漁
協
の
組
合
員
一
人
一
人

の
人
や
、
漁
協
の
組
合
員
一
人
一
人

に
と
っ
て
非
常
に
思
い
出
の
あ
る
魚

に
と
っ
て
非
常
に
思
い
出
の
あ
る
魚

で
、
地
域
の
宝
も
の
。
こ
の
宝
も
の

で
、
地
域
の
宝
も
の
。
こ
の
宝
も
の

を
守
り
、
伝
え
て
い
く
た
め
に
漁
協

を
守
り
、
伝
え
て
い
く
た
め
に
漁
協

は
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
《
ふ
化
放

は
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
《
ふ
化
放

流
事
業
（
増
殖
事
業
）》
と
と
も
に

流
事
業
（
増
殖
事
業
）》
と
と
も
に

新
し
い
《
支
笏
湖
チ
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

新
し
い
《
支
笏
湖
チ
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
事
業
》を
す
す
め
て
い
ま
す
。

化
推
進
事
業
》を
す
す
め
て
い
ま
す
。

１
年
中
お
い
し
い
チ
ッ
プ
が

１
年
中
お
い
し
い
チ
ッ
プ
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

S49
H20

R 元

　
こ
の
支
笏
湖
地
域
に
は
組
合
員
で

　
こ
の
支
笏
湖
地
域
に
は
組
合
員
で

あ
る
漁
師
や
地
元
商
店
街
の
人
な

あ
る
漁
師
や
地
元
商
店
街
の
人
な

ど
、
漁
協
と
一
緒
に
支
笏
湖
チ
ッ
プ

ど
、
漁
協
と
一
緒
に
支
笏
湖
チ
ッ
プ

を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
《
志
》
を

を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
《
志
》
を

も
っ
た
仲
間
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
た
仲
間
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
協
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で

　
漁
協
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で

チ
ッ
プ
の
付
加
価
値
を
高
め
、
支
笏

チ
ッ
プ
の
付
加
価
値
を
高
め
、
支
笏

湖
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
そ
の
価
値
を

湖
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
そ
の
価
値
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
で
す
。
品
質

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
で
す
。
品
質

を
高
め
つ
つ
、
こ
の
土
地
に
し
か
な

を
高
め
つ
つ
、
こ
の
土
地
に
し
か
な

い
お
い
し
さ
を
提
供
で
き
れ
ば
嬉
し

い
お
い
し
さ
を
提
供
で
き
れ
ば
嬉
し

い
で
す
ね
。
支
笏
湖
に
来
た
ら
お
い

い
で
す
ね
。
支
笏
湖
に
来
た
ら
お
い

し
い
チ
ッ
プ
が
食
べ
ら
れ
る
。
そ
ん

し
い
チ
ッ
プ
が
食
べ
ら
れ
る
。
そ
ん

な
魚
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

な
魚
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

支
笏
湖
に
し
か
な
い
味

支
笏
湖
に
し
か
な
い
味

11,901
H23
13,362

市から漁協に業務を委託
2,192尾ぐされ病発生

移

佐藤 晴
せいいち

一さん
SATO SEIICHI 
支笏湖漁業協同組合　事務局長

28,209
メスは１匹あたり約 500 個の
卵をもっています



ヒメマスがつないだ友情

卵の成熟を確認後、採卵し人工
授精を行う。人工授精した受精
卵は、ふ化場でふ化を待つ

10月中旬、産卵のため河口に集
まってきた親魚を捕獲。10日間
ほど外のいけすで卵の成熟を待つ

命
の

サ
イ
ク
ル

1

5 2
６月１日から８月31日までの期
間中、違法な釣り方や禁漁区で漁
を行っていないかを監視する

５月、５cmほどになった稚魚を
湖に放流。４年後にふ化場に戻っ
てくるまで支笏湖の恵みで育つ

11月から５月までふ化場内で仔
し

魚、稚魚のエサやりなどを行う。
水質の管理などにも注意する

支笏湖チップ
採卵用の親魚捕獲数

20,000

30,000

40,000

M31

T11

（匹）（匹）

捕獲捕獲

4 3

採卵採卵

育成育成放流放流

漁漁のの
管理管理

守る人たち

10,000

155,000

1,752

小林 典
のりゆき

幸さん

支笏湖風土記

-Special Feature-

ふ化放流事業の流れ

写真提供 : 支笏湖漁協

沼沢湖を視察する支笏湖漁協の皆さん

明治 27 年に阿寒湖から支笏湖
に移植されたヒメマスは、増

殖事業の安定化に伴い、明治 30 年
代から十和田湖など日本各地の湖へ
移植されています。現在も支笏湖は、
ヒメマスの一大供給基地としての役
割を担い、各地の湖へ受精卵を供給
しています。
　20 年ほど前からは福島県金山町
にある沼沢湖にも受精卵の供給をし
ています。平成 23 年の東日本大震
災のときは遊漁料収入などが消え、
稚魚の購入が困難な状況でした。な
にもしなければ沼沢湖の資源が途絶
えてしまうと危惧した支笏湖漁協は
震災から２年後の平成 25 年に稚魚
５万匹を無償で譲渡しました。当時
の支笏湖漁協・事務局長の白石一

かずひと
人

さんは、「沼沢漁協の皆さんとは長
い付き合い。資源を絶やさず、つ
ないでいきたいという思いをみんな
もっていた」と語ります。
　その後、平成 30 年の支笏湖漁協
設立 10 周年のときには、沼沢漁協
の皆さんが支笏湖に来るなどいまで
も交流が続いています。

佐藤 晴
せいいち

一 さん

福士 國
く に じ

治 さん

山田 貴
た か し

志 さん

庄司 正
まさとし
敏 さん

斉藤 英
ひでのり

敬 さん

M27
阿寒湖から移入

養殖とはちがう、《増殖》 
親魚の捕獲・採卵から放流までを漁協職
員の皆さんの手で行われ、その後は支笏
湖の恵みをうけて育ちます

捕獲した魚は何年魚？
稚魚は放流されてから４年か５年で親魚
となり、産まれた場所に帰ってきます。
稚魚を放流する前に《ひれを切る》こと
で何年魚が帰ってきたかを識別します。

毎年、切る場所を変
えています
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昭
和
10
年
か
ら
17
年
こ
ろ
ま
で
が
黄

金
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
チ
ッ
プ
釣
り
。

支
笏
湖
で
の
解
禁
期
間
は
６
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
の
３
か
月
の
み
。
漁

協
の
組
合
員
で
あ
っ
て
も
網
な
ど
の
漁

具
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
銀
ピ
カ
の
鱗う
ろ
こが

そ
の
ま
ま
の
美

し
い
姿
で
お
店
に
届
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
チ
ッ
プ
釣
り
は
「
奥
が
深
い
、
い
ま

で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
」
と
語

る
の
は
支
笏
湖
で
３
代
続
く
漁
師
の
小

林
典の
り
ゆ
き幸

さ
ん
。
仲
間
か
ら
は
親
し
み
を

込
め
て
《
ノ
リ
》
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ノ
リ
さ
ん
は
15
年
ほ
ど
前
に
、
漁

師
仲
間
と
と
も
に
現
在
の
漁
法
で
あ
る

ヒ
メ
マ
ス
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
（
通
称
：
ヒ

メ
ト
ロ
）
を
考
案
。
現
在
、
ノ
リ
さ
ん

の
下
に
は
、
20
代
の
若
手
漁
師
３
人
が

師
事
し
、
彼
ら
に
も
惜
し
み
な
く
技
術

を
伝
え
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
人
、
息

子
の
拓た
く
や也
さ
ん
は
「
父
さ
ん
は
目
標
で

す
。
早
く
父
さ
ん
を
追
い
越
し
た
い
」

と
、
７
本
の
竿
を
華
麗
に
捌さ
ば
き
な
が
ら

話
し
ま
す
。魚
を
傷
つ
け
な
い
漁
法
や
、

釣
っ
た
後
の
締
め
方
も
父
か
ら
学
び
ま

し
た
。
旨
味
を
出
す
た
め
、
船
上
で
簡

易
的
な
血
抜
き
を
施
し
て
か
ら
氷
で
締

め
ま
す
。
魚
は
暴
れ
る
時
間
が
長
い
ほ

ど
、
身
が
熱
を
持
ち
旨
味
が
逃
げ
て
い

く
そ
う
。
料
理
人
と
し
て
の
顔
を
も
つ

小
林
親
子
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点
で
す
。

　
「
高
校
生
の
こ
ろ
、
５
月
31
日
の
夜

に
な
る
と
竿
先
に
つ
い
た
鈴
の
音
が
支

笏
湖
中
に
響
き
わ
た
っ
て
、
す
ご
か
っ

た
。
６
月
１
日
は
支
笏
湖
に
と
っ
て
特

別
な
日
な
の
さ
」
漁
協
組
合
長
の
福
士

國く
に
じ治
さ
ん
は
50
年
以
上
前
の
こ
と
を
懐

か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
高
校
生
の
こ

ろ
か
ら
釣
り
を
し
て
い
た
福
士
さ
ん
に

と
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
る
若
手
漁
師
を

昔
の
自
分
の
姿
と
重
ね
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
過
去
に
は
資
源
崩
壊
が
起
き
、
支
笏

湖
で
の
チ
ッ
プ
釣
り
が
存
続
の
危
機
に

陥
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
土
地

の
人
び
と
は
、
支
笏
湖
を
愛
し
、
旨
い

魚
を
求
め
て
、
船
を
出
し
続
け
ま
す
。

こ
の
風
景
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を

願
っ
て
―
―
。

旨
さ
を

追
い
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　

漁
師
た
ち

1

支笏湖風土記

-Special Feature-

６
月
１
日
は
特
別
な
日
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昭和 53 年に《支笏湖ヒメマス釣魚対策協議会》が発足し、ボート置き
場の指定や登録などの規制を開始。違反者がいないか、目を光らせる

若手漁師の１人、小林拓也さん。取材した日の釣果は 100 匹を超えた

漁師たちはライバルであり、仲間。漁場の情報交換や出航や帰航のと
きは仲間を手伝う

漁
師
を
守
る
た
め

違
法
者
を
取
り
締
ま
る

ま
だ
ま
だ
、
若
い
も
ん
に
負
け
ら
れ
ん

　
昭
和
10
年
か
ら
17
年
こ
ろ
ま
で
が
黄

金
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
チ
ッ
プ
釣
り
。

支
笏
湖
で
の
解
禁
期
間
は
６
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
の
３
か
月
の
み
。
漁

協
の
組
合
員
で
あ
っ
て
も
網
な
ど
の
漁

具
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
銀
ピ
カ
の
鱗う
ろ
こが
そ
の
ま
ま
の
美

し
い
姿
で
お
店
に
届
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
チ
ッ
プ
釣
り
は
「
奥
が
深
い
、
い
ま

で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
」
と
語

る
の
は
支
笏
湖
で
３
代
続
く
漁
師
の
小

林
典の
り
ゆ
き幸

さ
ん
。
仲
間
か
ら
は
親
し
み
を

込
め
て
《
ノ
リ
》
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ノ
リ
さ
ん
は
15
年
ほ
ど
前
に
、
漁

師
仲
間
と
と
も
に
現
在
の
漁
法
で
あ
る

ヒ
メ
マ
ス
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
（
通
称
：
ヒ

メ
ト
ロ
）
を
考
案
。
現
在
、
ノ
リ
さ
ん

の
下
に
は
、
20
代
の
若
手
漁
師
３
人
が

師
事
し
、
彼
ら
に
も
惜
し
み
な
く
技
術

を
伝
え
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
人
、
息

子
の
拓た
く
や也

さ
ん
は
「
父
さ
ん
は
目
標
で

す
。
早
く
父
さ
ん
を
追
い
越
し
た
い
」

と
、
７
本
の
竿
を
華
麗
に
捌さ
ば
き
な
が
ら

話
し
ま
す
。魚
を
傷
つ
け
な
い
漁
法
や
、

釣
っ
た
後
の
締
め
方
も
父
か
ら
学
び
ま

し
た
。
旨
味
を
出
す
た
め
、
船
上
で
簡

易
的
な
血
抜
き
を
施
し
て
か
ら
氷
で
締

め
ま
す
。
魚
は
暴
れ
る
時
間
が
長
い
ほ

ど
、
身
が
熱
を
持
ち
旨
味
が
逃
げ
て
い

く
そ
う
。
料
理
人
と
し
て
の
顔
を
も
つ

小
林
親
子
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点
で
す
。

　
「
高
校
生
の
こ
ろ
、
５
月
31
日
の
夜

に
な
る
と
竿
先
に
つ
い
た
鈴
の
音
が
支

笏
湖
中
に
響
き
わ
た
っ
て
、
す
ご
か
っ

た
。
６
月
１
日
は
支
笏
湖
に
と
っ
て
特

別
な
日
な
の
さ
」
漁
協
組
合
長
の
福
士

國く
に
じ治

さ
ん
は
50
年
以
上
前
の
こ
と
を
懐

か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
高
校
生
の
こ

ろ
か
ら
釣
り
を
し
て
い
た
福
士
さ
ん
に

と
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
る
若
手
漁
師
を

昔
の
自
分
の
姿
と
重
ね
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
過
去
に
は
資
源
崩
壊
が
起
き
、
支
笏

湖
で
の
チ
ッ
プ
釣
り
が
存
続
の
危
機
に

陥
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
土
地

の
人
び
と
は
、
支
笏
湖
を
愛
し
、
旨
い

魚
を
求
め
て
、
船
を
出
し
続
け
ま
す
。

こ
の
風
景
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を

願
っ
て
―
―
。

2

1

2

3

「支笏湖でチップ釣りのことを聞くならノリと言われる」小林典幸さ
ん。氷締めされた魚をサイズごとに分け、市場に送る準備をする

3

4

5

8

678

今年で 70 歳になる福士國治さん。体が動かなくなるまで続けます4

日々競いあい、切磋琢磨する若手漁師5

解禁時の午前３時は薄暗いが、釣れだした４時すぎに太陽が顔を出す6

１船につき竿は７本まで。群れに入ると「チリン、チリン」と竿先の
鈴が鳴り続ける

7
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東条 東条 斉斉
な お きな お き

興興さんさん
TOJO NAOKITOJO NAOKI

北海道大学北海道大学
水産科学研究院 助教水産科学研究院 助教

支笏湖に訪れチップを堪能する外国人。左からミャ支笏湖に訪れチップを堪能する外国人。左からミャ
ンマー、ベトナム、モーリタニアからの研修生ンマー、ベトナム、モーリタニアからの研修生

　
い
ま
、
支
笏
湖
で
行
っ
て
い
る
活

動
は
、
す
べ
て
地
域
の
方
や
支
笏
湖

を
訪
れ
る
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て

ま
す
。「
カ
ヌ
ー
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
の

ガ
イ
ド
さ
ん
の
協
力
な
ど
も
あ
り
、

面
白
い
調
査
が
で
き
て
い
ま
す
」
と

調
査
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
東
条

先
生
。
水
質
調
査
や
動
植
物
の
調
査

な
ど
生
態
系
の
デ
ー
タ
は
皆
さ
ん
の

話
を
聞
き
な
が
ら
一
緒
に
集
め
て
い

ま
す
。デ
ー
タ
の
収
集
だ
け
で
な
く
、

研
究
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
教
育
に

至
る
ま
で
、
自
発
的
な
活
動
を
し
な

が
ら
地
域
が
一
緒
に
発
展
す
る
《
共

生
モ
デ
ル
》
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
徹
底
し
た
市
民
参
加
型

の
調
査
・
研
究
を
行
う
の
は
、
こ
れ

ま
で
東
条
先
生
が
発
展
途
上
国
の
開

発
で
培
っ
て
き
た
経
験
か
ら
で
す
。

「
開
発
で
大
切
な
の
は
、
そ
こ
に
い

み
ん
な
で
考
え
る
、
市
民
科
学

み
ん
な
で
考
え
る
、
市
民
科
学

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
皆
さ
ん
が
自
分

自
身
で
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
研
究
者
が
外
か
ら
き

て
、『
は
い
、
こ
ん
な
結
果
が
で
ま

し
た
』
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
。
そ
れ
は
支

笏
湖
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
話
だ
け
で

な
く
、
市
民
全
体
を
巻
き
込
ん
で
一

緒
に
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
そ
の
力
が
こ
の
地
域
に
あ
る

は
ず
だ
」
と
、
東
条
先
生
は
期
待
を

込
め
て
語
り
ま
す
。

　
漁
協
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
支

笏
湖
の
持
続
可
能
な
開
発
や
地
域
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
た
め
、
支
笏

湖
チ
ッ
プ
や
支
笏
湖
の
生
態
系
な
ど

に
つ
い
て
北
海
道
大
学
水
産
学
部
と

連
携
し
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
北
海
道
大
学
の
研
究
チ
ー
ム

を
率
い
る
東
条
先
生
は
長
年
、
ベ
ト

ナ
ム
や
モ
ロ
ッ
コ
な
ど
の
発
展
途
上

国
で
水
産
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
集
落
）

の
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
東
条

先
生
が
支
笏
湖
に
出
会
っ
た
の
は
平

成
28
年
。
そ
の
後
、
支
笏
湖
地
域
の

皆
さ
ん
と
支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
情
報
交

換
す
る
中
で
、「
支
笏
湖
地
域
が
世

界
の
水
産
資
源
開
発
に
お
い
て
、
い

い
モ
デ
ル
に
な
る
」
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

世
界
に
発
信　
支
笏
湖
モ
デ
ル

世
界
に
発
信　
支
笏
湖
モ
デ
ル

地域の人と一緒に考え、歩いていく
命のつながりに感謝し、未来をつくっていく

地元のカヌーガイドに案内してもらいながら地元のカヌーガイドに案内してもらいながら
調査を行う調査を行う研究生

写真提供 : 東条研究室

支笏湖を誰かに伝えるために一人一人が考えた支笏湖マーク。それぞれいろいろなカタチがあっていい（支笏湖小学校の全児童９人と先生）支笏湖を誰かに伝えるために一人一人が考えた支笏湖マーク。それぞれいろいろなカタチがあっていい（支笏湖小学校の全児童９人と先生）
支笏湖小学校では総合的な学習の時間に水生生物の観察を行ったり、支笏湖チップの採卵体験などを行っています支笏湖小学校では総合的な学習の時間に水生生物の観察を行ったり、支笏湖チップの採卵体験などを行っています

ぼく・わたしぼく・わたしのの支支笏湖笏湖          マークマーク



広報ちとせ 令和２年 (2020) 年 11 月号11

「
チ
ェ
プ・ラ
マ
ッ
ト
（
魚
の
魂
）」

「
チ
ェ
プ・ラ
マ
ッ
ト
（
魚
の
魂
）」

に
込
め
た
思
い

に
込
め
た
思
い

　
東
条
先
生
を
は
じ
め
北
海
道
大
学
の

学
生
は
み
な
「
チ
ェ
プ
・
ラ
マ
ッ
ト
」

の
ロ
ゴ
が
描
か
れ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
活
動
し
て
い
ま
す
。「
チ
ェ
プ
・

ラ
マ
ッ
ト
は
魚
の
魂
と
い
う
意
味
。
支

笏
湖
チ
ッ
プ
は
稚
魚
を
大
量
に
放
流
し

て
獲
れ
る
だ
け
獲
る
と
い
う
気
持
ち

か
ら
は
生
ま
れ
て
は
い
な
い
ん
で
す
。

命
の
つ
な
が
り
に
感
謝
す
る
こ
と
で

《
魂
が
こ
も
っ
て
い
く
》。
こ
れ
ま
で
の

１
２
０
年
以
上
の
歴
史
、
皆
さ
ん
の
取

り
組
み
を
見
て
い
て
そ
う
思
い
ま
し

た
」
と
東
条
先
生
が
支
笏
湖
チ
ッ
プ
に

つ
い
て
熱
く
語
る
と
、
真
剣
な
眼
差
し

で
う
な
ず
く
支
笏
湖
の
皆
さ
ん
。
皆
さ

ん
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
《
チ
ッ
プ
の

魂
》
が
、
支
笏
湖
地
域
以
外
の
人
に
も

伝
わ
り
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ

の
喜
び
が
伺
え
ま
す
。

　
研
究
者
と
し
て
物
事
を
解
明
す
る
こ

と
か
ら
逃
げ
ず
に
、
地
域
の
人
と
一
緒

に
考
え
、
歩
い
て
い
く
。
命
の
つ
な
が

り
に
感
謝
し
、未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
。

地
域
に
寄
り
添
う
研
究
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
の
未
来
づ
く
り
は
、
は
じ
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。

支笏湖チップは、どんな味？

支笏湖チップは元気がでる魚 !?支笏湖チップは元気がでる魚 !?
1990 年代の研究で得られたチリ産ベニザケの遊離アミノ酸構成と比べると、６月の解禁後の支笏湖チップ
の遊離アミノ酸構成は甘味成分が 50％以上と目立ちます。また、全体の遊離アミノ酸量も多いことがわか
りました。ほかにも、健康飲料の成分として知られる《タウリン》が、1.1 倍から２倍の量多く検出されま
した。これから進んでいく研究で、《支笏湖チップは元気が出る魚》なんてことがわかるかもしれません。

支笏湖に遊びにきていた子どもと、研究生による生き物調査。
次の世代に伝えていくことは未来づくりの大切な役割

自分たちが住んでいる支笏湖にはどんな生物がいるのかを調
査するため、顕微鏡を使い水生昆虫を調べる支笏湖小学校５
年生の福士一

い っ た
汰くん

甘味 苦味 旨味
51% 35% 14%

北海道大学水産学部と地域の皆さんとの共同チームは、支笏湖チップの味に関しての研究を進めています。魚
体からは、魚の味の基本となる 18 種類の遊離アミノ酸という成分を抽出し、甘味、旨味、苦味といった味の
カテゴリーで分類しました。まだまだデータを積み重ねる必要はありますが、これまでの調査結果を見てみます。

支笏湖風土記

-Special Feature-

【 支 笏 湖 チ ッ プ 】 【 チ リ 産 ベ ニ ザ ケ 】

18%
苦味
15%

甘味 旨味
67%

しこつこ だいすき
しこつこ だいすき
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子
ど
も
の
こ
ろ
の
原
体
験
が
い
ま
の
自

　
子
ど
も
の
こ
ろ
の
原
体
験
が
い
ま
の
自

分
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
チ
ッ
プ
で
育
っ

分
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
チ
ッ
プ
で
育
っ

た
自
分
が
、
ふ
る
さ
と
で
チ
ッ
プ
を
ブ
ラ

た
自
分
が
、
ふ
る
さ
と
で
チ
ッ
プ
を
ブ
ラ

ン
ド
化
す
る
事
業
に
携
わ
れ
て
い
る
こ
と

ン
ド
化
す
る
事
業
に
携
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
が
た
い
で
す
よ
ね
。
自
分
た
ち
の

は
あ
り
が
た
い
で
す
よ
ね
。
自
分
た
ち
の

く
ら
し
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
て

く
ら
し
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
て

い
く
。
そ
の
先
端
に
い
る
幸
せ
―
―
。
命

い
く
。
そ
の
先
端
に
い
る
幸
せ
―
―
。
命

が
尽
き
る
ま
で
本
気
で
携
わ
れ
る
環
境
を

が
尽
き
る
ま
で
本
気
で
携
わ
れ
る
環
境
を

自
分
の
手
で
つ
く
り
、
守
っ
て
い
く
。
私

自
分
の
手
で
つ
く
り
、
守
っ
て
い
く
。
私

た
ち
が
実
践
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、

た
ち
が
実
践
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、

楽
し
さ
や
面
白
さ
が
、
次
の
世
代
に
伝
わ

楽
し
さ
や
面
白
さ
が
、
次
の
世
代
に
伝
わ

り
、
私
た
ち
の
思
い
と
つ
な
が
る
と
嬉
し

り
、
私
た
ち
の
思
い
と
つ
な
が
る
と
嬉
し

い
で
す
よ
ね
。

い
で
す
よ
ね
。

　
チ
ッ
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
支
笏
湖

　
チ
ッ
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
支
笏
湖

と
い
う
《
心
の
ふ
る
さ
と
》
を
輝
か
せ

と
い
う
《
心
の
ふ
る
さ
と
》
を
輝
か
せ

る
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
段
で
す
。「
ま
た

る
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
段
で
す
。「
ま
た

あ
の
味
を
食
べ
た
い
な
」「
ま
た
あ
の
人

あ
の
味
を
食
べ
た
い
な
」「
ま
た
あ
の
人

に
会
い
た
い
な
」「
ま
た
あ
の
風
景
を
見

に
会
い
た
い
な
」「
ま
た
あ
の
風
景
を
見

た
い
な
」
と
思
う
《
心
の
ふ
る
さ
と
》

た
い
な
」
と
思
う
《
心
の
ふ
る
さ
と
》

を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
ど

を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
ど

う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
よ
う
と
―
―
。

う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
よ
う
と
―
―
。

　
発
端
は
支
笏
湖
の
観
光
業
が
衰
退
し

　
発
端
は
支
笏
湖
の
観
光
業
が
衰
退
し

心
の
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

心
の
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
魚
と
言
え
ば
チ
ッ

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
魚
と
言
え
ば
チ
ッ

プ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
薪
ス
ト
ー
ブ
で

プ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
薪
ス
ト
ー
ブ
で

焼
い
て
く
れ
た
チ
ッ
プ
を
ほ
ぐ
し
て
、

焼
い
て
く
れ
た
チ
ッ
プ
を
ほ
ぐ
し
て
、

熱
々
の
ご
飯
に
混
ぜ
て
食
べ
て
い
ま
し

熱
々
の
ご
飯
に
混
ぜ
て
食
べ
て
い
ま
し

た
。
い
ま
ほ
ど
冷
凍
技
術
も
発
達
し
て

た
。
い
ま
ほ
ど
冷
凍
技
術
も
発
達
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
ぬ
か
漬
け
や
塩
づ

い
な
か
っ
た
の
で
、
ぬ
か
漬
け
や
塩
づ

け
で
保
存
し
、冬
も
食
べ
て
い
ま
し
た
。

け
で
保
存
し
、冬
も
食
べ
て
い
ま
し
た
。

チ
ッ
プ
は
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

チ
ッ
プ
は
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

も
の
で
し
た
。

も
の
で
し
た
。

　
チ
ッ
プ
と
と
も
に
生
き
て
い
く
と
い

　
チ
ッ
プ
と
と
も
に
生
き
て
い
く
と
い

う
気
持
ち
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
で

う
気
持
ち
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
で

す
。
た
だ
、《
チ
ッ
プ
が
生
活
の
中
に
溶

す
。
た
だ
、《
チ
ッ
プ
が
生
活
の
中
に
溶

け
込
み
、
感
覚
的
に
共
存
し
て
い
た
時

け
込
み
、
感
覚
的
に
共
存
し
て
い
た
時

代
》
か
ら
《
チ
ッ
プ
と
共
存
し
て
い
く

代
》
か
ら
《
チ
ッ
プ
と
共
存
し
て
い
く

た
め
に
、
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
時
代
》

た
め
に
、
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
時
代
》

に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
支
笏
湖
は
何

に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
支
笏
湖
は
何

度
も
水
質
日
本
一
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

度
も
水
質
日
本
一
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
水
質
が
い
い
の
か
を
私
た
ち
は
学

な
ぜ
水
質
が
い
い
の
か
を
私
た
ち
は
学

び
、
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

び
、
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
環
境
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
―
―
。

こ
の
環
境
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
―
―
。

自
分
た
ち
の
く
ら
し
は
、

自
分
た
ち
の
く
ら
し
は
、

自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
る

自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
る

は
じ
め
た

は
じ
め
た
2020
年
ほ
ど
前
。
自
分
た
ち
の

年
ほ
ど
前
。
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
良
く
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

ま
ち
を
良
く
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

を
考
え
、
支
笏
湖
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
ま

を
考
え
、
支
笏
湖
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
ま

し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
《
静
か
な
佇
ま

し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
《
静
か
な
佇
ま

い
》。そ
こ
か
ら
、動
力
船
の
廃
止
や
チ
ッ

い
》。そ
こ
か
ら
、動
力
船
の
廃
止
や
チ
ッ

プ
釣
り
を
ラ
イ
セ
ン
ス
制
に
す
る
な
ど
、

プ
釣
り
を
ラ
イ
セ
ン
ス
制
に
す
る
な
ど
、

付
加
価
値
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
流

付
加
価
値
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
流

れ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
、

れ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
、

い
ま
の
支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

い
ま
の
支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、《
心
の
ふ
る
さ
と
》

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、《
心
の
ふ
る
さ
と
》

を
大
切
に
す
る
と
い
う
思
い
が
よ
り
一

を
大
切
に
す
る
と
い
う
思
い
が
よ
り
一

層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
自

層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
自

分
の
《
心
の
ふ
る
さ
と
》
を
大
切
に
す

分
の
《
心
の
ふ
る
さ
と
》
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

チ
ッ
プ
と
と
も
に
生
き
る

チ
ッ
プ
と
と
も
に
生
き
る

心のふるさとを大切に
漁業関係者だけでなく、支笏湖にくらす人、観光に携わる人と共生してきた《支笏湖チップ》。
人びとが支笏湖の風土に寄り添ったくらしで大切にしてきたことや、チップのブランド化の今後の
展望について一般社団法人・国立公園支笏湖運営協議会の佐々木義

よしろう
朗会長にお話を聴きました。

忘れらない、おばあちゃんの味。チップ飯
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明
治
か
ら
令
和
ま
で
続
く
、
深
く
、

　

明
治
か
ら
令
和
ま
で
続
く
、
深
く
、

厚
み
の
あ
る
《
命
の
営
み
》。

厚
み
の
あ
る
《
命
の
営
み
》。
厳
し
い
時

厳
し
い
時

代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
絶
え
ず
受
け
継

代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
絶
え
ず
受
け
継

が
れ
て
き
た
の
は
、
守
り
伝
え
る
人
が

が
れ
て
き
た
の
は
、
守
り
伝
え
る
人
が

い
た
か
ら
。

い
た
か
ら
。
取
材
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

取
材
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

チ
ッ
プ
と
人
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
感

チ
ッ
プ
と
人
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
感

じ
ま
し
た
。
支
笏
湖
の
恵
み
に
感
謝
し
、

じ
ま
し
た
。
支
笏
湖
の
恵
み
に
感
謝
し
、

純
粋
に
チ
ッ
プ
と
向
き
合
う
姿
は
、
誇

純
粋
に
チ
ッ
プ
と
向
き
合
う
姿
は
、
誇

ら
し
く
も
見
え
ま
し
た
。

ら
し
く
も
見
え
ま
し
た
。

　
移
植
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
平

　
移
植
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
平

成
５
年
の
広
報
ち
と
せ
９
月
号
で
《
模

成
５
年
の
広
報
ち
と
せ
９
月
号
で
《
模

索
が
続
く
チ
ッ
プ
の
再
生
》
と
い
う
特

索
が
続
く
チ
ッ
プ
の
再
生
》
と
い
う
特

集
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
最
後
は
次
の
よ

集
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
最
後
は
次
の
よ

う
な
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

う
な
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
チ
ッ
プ
の
命
運
は
、
私
た
ち
が
自
然
環

「
チ
ッ
プ
の
命
運
は
、
私
た
ち
が
自
然
環

境
と
調
和
し
て
生
存
し
て
い
く
方
法
を

境
と
調
和
し
て
生
存
し
て
い
く
方
法
を

見
い
出
し
て
い
け
る
か
と
い
う
問
題
提

見
い
出
し
て
い
け
る
か
と
い
う
問
題
提

起
を
は
ら
ん
で
い
る
。
私
た
ち
の
息
子

起
を
は
ら
ん
で
い
る
。
私
た
ち
の
息
子

た
ち
が
、
あ
の
チ
ッ
プ
釣
り
に
胸
を
躍

た
ち
が
、
あ
の
チ
ッ
プ
釣
り
に
胸
を
躍

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
だ
ろ
う
」。

に
も
な
る
だ
ろ
う
」。

　
あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
い
ま

　
あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
い
ま

を
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
答
え
を
見
つ

を
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
答
え
を
見
つ

け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
特
集

け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
特
集

が
そ
の
答
え
を
探
す
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば

が
そ
の
答
え
を
探
す
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
支
笏
湖
の
風
を
感
じ
、
土

幸
い
で
す
。
支
笏
湖
の
風
を
感
じ
、
土

の
匂
い
を
嗅
ぎ
、
心
の
ふ
る
さ
と
に
触

の
匂
い
を
嗅
ぎ
、
心
の
ふ
る
さ
と
に
触

れ
る
―
―
。

れ
る
―
―
。

　
《
支
笏
湖
チ
ッ
プ
》
を
食
べ
に
支
笏
湖

　
《
支
笏
湖
チ
ッ
プ
》
を
食
べ
に
支
笏
湖

を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

エ
ピ
ロ
ー
グ
-Epilogue-

支笏湖風土記

-Special Feature-

支笏湖紅葉まつりで振る舞われる秋の味覚
《チップ汁》

　 毎年春に行われる《支笏湖湖水開き》。
無事故と安全、千客万来を祈願し支笏湖小
学校の児童らが鍵を投げ入れた後、ヒメマ
スの稚魚を放流します

※今年は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためイベントは開催していません

市内夏祭りでチップの塩焼きを販売

塩焼きいただきます

ぼくも、チップ大好き

新商品のチップクレープ、いかがですか

　 支笏湖にある《王子軽便鉄道ミュージ
アム 山線湖畔驛

えき
》にちなみ、チップを使っ

た駅弁も販売

採卵後の親魚を活用した《チップとば》。
支笏湖の恵みを少したりとも無駄にしない

我
れ
亡
き
も
姿
消
す
な
よ
ひ
め
の
ま
す

我
れ
亡
き
も
姿
消
す
な
よ
ひ
め
の
ま
す

　
　
支
笏
の
宝
と
わ
に
栄
え
よ

　
　
支
笏
の
宝
と
わ
に
栄
え
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

高
橋
高
橋  

長
助
（
郷
土
歴
史
研
究
者
）

長
助
（
郷
土
歴
史
研
究
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

   

「
あ
な
た
を
ま
つ
支
笏
湖
」
か
ら

「
あ
な
た
を
ま
つ
支
笏
湖
」
か
ら



年末大掃除に向けた

《正しい掃除方法》
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流

行
に
備
え
、
現
在
、
国
と
北
海
道

で
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

が
受
診
す
る
際
の
仕
組
み
の
変
更

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

診
療
、
検
査
体
制
の
整
備
・
定
着

に
は
、一
定
の
期
間
が
必
要
で
す
。

　

新
し
い
受
診
の
仕
組
み
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ち
と
せ
12

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
当

面
は
、
北
海
道
の
「
健
康
相
談
セ

ン
タ
ー
」
の
電
話
相
談
（
土
日
祝

日
を
含
む
24
時
間
対
応
）
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
の
目
安
と
し
て
の

症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の

で
、「
強
い
症
状
」
と
感
じ
る
と

き
は
、
迷
わ
ず
早
め
に
電
話
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
受
診
の
心
構
え

今
後
の
受
診
の
心
構
え

電話口では、始めに音声ガイドが流れます。

全
国
的
な
感
染
者
の
増
加
が
心
配
さ
れ
る
中
、

全
国
的
な
感
染
者
の
増
加
が
心
配
さ
れ
る
中
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
が
到
来
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
が
到
来
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
イ
ン
フ
ル
も
基
本
的
な
対
策
は
同
じ
で
す
。

コ
ロ
ナ
も
イ
ン
フ
ル
も
基
本
的
な
対
策
は
同
じ
で
す
。

あ
ら
た
め
て
新
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
た
め
て
新
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。

（
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。）

（
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。）

11息苦しさ（呼吸困難）、強いだ息苦しさ（呼吸困難）、強いだ
るさ（倦怠感）、高熱などの強いるさ（倦怠感）、高熱などの強い
症状のいずれかがあるとき症状のいずれかがあるとき
22基礎疾患があり重症化しやすい基礎疾患があり重症化しやすい
方で、発熱や咳などの比較的軽い方で、発熱や咳などの比較的軽い
風邪の症状があるとき風邪の症状があるとき
33発熱や咳などの比較的軽い風邪発熱や咳などの比較的軽い風邪
の症状が続くとき（４日以上続くの症状が続くとき（４日以上続く
ときは必ず電話相談を）ときは必ず電話相談を）

㊟ 妊娠中の方は、念のため
早めの電話相談を。
㊟ 子どもは小児科医の専門
的な診察が望ましいため、ま
ずは「かかりつけ小児科医」
に電話で相談してください。
㊟ 聴覚に障がいのある方は
FAX 03-3595-2756(厚生労働省)
E-mail corona-2020@mhlw.go.jp

こんなときはすぐに電話を注　意　事　項

厚生労働省のアプリ厚生労働省のアプリ

COCOACOCOA をを

インストールしようインストールしよう

自分のスマホで接触確認

《新型コロナウイルス接触確認ア
プリ ( 通称 COCOA)》は、陽
性患者と接触した可能性につい
て通知を受け取ることができる
アプリです。検査などの保健所
のサポートを早く受
けられます。

▲詳細はここから

※そのほかの症状は、かかりつけ医か、
《ちとせ健康・医療相談ダイヤル 24》

0120(010)293へ

担
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

風でほこりやウイルスが舞
い、壁などに付着してしまう
ので実はNG。換気は掃除後。

掃除前に窓を開けないふき掃除は一方向に

水ぶきは、ウイルスを拡げて
しまうので、乾いた布で、一
方向に。アルコールなどでふ
くときは、乾ぶきの後で。
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記 事 に 関 す る 詳 細

発熱？まずは電話相談～

■車内の手すりや座席など入念に
抗ウイルス剤を吹き付ける中央バ
ス商事の皆さん。施工後のバス乗
り口には「抗ウイルス加工施工済」
のステッカーが貼られています。

健康づくり課
● 管理係　((24)0361
● 健康企画係（健康相談など）
　((24)0768 ／ ▪ＦＡＸ (24)8418

　

配
偶
者
へ
の
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
や

虐
待
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
家
計
が
苦
し
く
て
も
配
偶
者

に
相
談
で
き
な
い
」、「
子
ど
も
と

の
外
出
機
会
が
少
な
く
イ
ラ
イ
ラ

す
る
」
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き

な
問
題
に
な
る
前
に
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
人
の《
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
》

に
気
が
つ
い
た
ら
、
声
か
け
や
相

談
先
の
紹
介
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
が
増
え
て
い
ま
す

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
が
増
え
て
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
へ
の
恐
れ
の
増
大
、
雇
用

や
収
入
の
問
題
か
ら
く
る
生
活
・

将
来
へ
の
不
安
の
増
強
、
自
粛
が

長
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
孤
立
を
深

め
た
り
、
世
界
情
勢
や
身
近
な
感

染
情
報
に
心
が
不
安
定
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
眠
れ

な
い
、
食
欲
が
な
い
と
い
っ
た
症

状
が
出
る
方
も
い
ま
す
。

　

家
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
新
生
活
ス
タ

イ
ル
の
ル
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
《
心
の
健
康
》

を
保
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
か
ら
、

少
し
で
も
心
を
開
放
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
五
感
を
使
っ
て
、
空
の

色
、
風
の
音
、
水
の
手
触
り
、
土

や
木
の
香
り
、
入
浴
時
や
寝
床
時

に
も
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。
楽
し
い
、
う
れ
し
い
、

愛
し
い
、
感
謝
な
ど
の
プ
ラ
ス
の

感
情
や
思
い
に
も
、
目
を
向
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

い
ま
の
く
ら
し
の
中
で
こ
そ
、

新
し
い
発
見
に
出
会
い
、
心
の
負

担
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

家
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い
季
節

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
も
大
切
に

心
の
負
担
を
軽
く
す
る

心
の
負
担
を
軽
く
す
る

試していますか？《こころの体温計》
市ホームページの《こころの体温市ホームページの《こころの体温
計》では、簡単な質問に答える計》では、簡単な質問に答える
ことで、自分のストレスの状況をことで、自分のストレスの状況を

チェックできまチェックできま
す。猫や金魚がす。猫や金魚が
あなたのメンタあなたのメンタ
ルヘルスを表現ルヘルスを表現
してくれます。してくれます。

市民の皆様と
安全・安心な
交通機関の運営を

市内バス、タクシーに
抗ウイルス・抗菌加工

■北海道中央バス千歳営業所
所長  髙橋 伸彰 さん  
TAKAHASHI NOBUAKI

10 月に、市の《バス・タクシー安心利用促進支援
事業》補助制度を活用して、持続的に抗ウイルス
作用が確認されている特殊な溶剤により車内全体
をコーティングしました。新型コロナウイルスの
感染対策としては 2 月の段階から、あらゆる手段
を講じて、車内の衛生面の確保に取り組んでいま
す。努力の甲斐もあり、1 月以降、当社乗務員の
インフルエンザ感染もゼロを維持しています。市
民の皆様には、安心してご利用いただくとともに、
咳エチケットや過度な
会話・混み合う時間帯を
避けるなどのご協力を
いただきながら、安全・安

心な交通機関の運
営を維持して
まいります。

こころの耳 https://kokoro.mhlw.go.jp/etc/coronavirus_info/

北海道いのちの電話 (011(231)4343
SNS 心の相談 https://lifelinksns.net/

いのちの電話 (0120(783)556
配偶者・パートナーから
の暴力に関する相談先

市民生活課市民生活係 ((24)0559
千歳警察署　　　　　 ((42)0110

子育ての悩み相談先 こども家庭課児童相談係 ((24)0935
虐待かもと思ったら 児童相談所全国共通ダイヤル (189

■ 各種相談一覧

バス・タクシー安心利用促
進支援事業に関する詳細

交通政策担当
　 ((24)0897 ／ ▪ＦＡＸ (22)8854

室内のウイルスは、壁に多く
付着しています。まき散らさ
ないよう静かにゆっくりと。

壁はゆっくり S 字で順序は壁→床→便器

狭い空間でウイルスが密集しや
すいのがトイレ。水しぶきが飛
ぶので便器が最後です。水を流
すときはふたを閉めてから。

大 切 な の は 
《 健 康 的 な 生 活 習 慣 》で す

食生活 適度な運動

禁　煙 十分な睡眠
新型コロナにも、冬のインフルエンザにも、
軽い風邪にさえかからない健康なシーズンを。



令和２年度、千歳が誇る人
H O N O R  O F  C H I T O S E  A T  2 0 2 0

■ 市政の振興、労務、スポーツや文化の分野で永年の活動や後進の育成などに尽力された皆さんを紹介します。

昭和 47 年から 46 年余りの
永きにわたり千歳市消防団員
として、市民の安心・安全な暮
らしの確立に尽力されました。
また、消防団長として、若手
団員の養成や救急救命活動の
普及に注力するなど、地域防
災の発展に貢献されました。

橋
は し も と

本 泰
や す じ

二さん
（70歳）

広報ちとせ 令和２(2020) 年 11 月号 16

ＺＯＯＭ ＵＰ

平成６年から 27 年の永きに
わたり千歳商工会議所議員、
常議員、監事として、地域商
工業の振興に尽力されるとと
もに、千歳商工会議所商業・
観光振興委員会の委員長とし
て、中心市街地の活性化など
に貢献されました。

松
ま つ ざ か

坂 敏
と し ゆ き

之さん
（73歳）

平成９年から 22 年間の永き
にわたり保護司として、犯罪
や非行をした人の立ち直りを
地域で支える活動に尽力され
ました。また、千歳市保護司
会の会長として、市の福祉行
政に貢献されました。

五
い が ら し

十嵐 正
ま さ お

雄さん

昭和 61 年から 33 年間の永
きにわたり民生委員児童委員と
して、高齢者・障がい者などへ
の支援活動など地域福祉の向上
に尽力されました。また、千歳
市民生委員児童委員連絡協議会
の副会長として、他の委員の資
質向上などに貢献されました。

斎
さ い と う

藤 政
ま さ え

枝さん

平成 8 年から永きにわたり、とび
工一筋の道を歩まれ、１級鳶技能士
の資格を活かして従業員のみならず
外国人実習生の指導・育成に尽力さ
れるとともに、北海道鳶土木工業連
合会の理事として、組織の運営・維
持及び市の産業発展に貢献されてい
ます。

（76歳）

加
か く

來 益
や す あ き

章さん
（43歳）

消
防
功
労

産
業
功
労

社
会
福
祉
功
労

社
会
福
祉
功
労

と
び
工

（76歳）

昭和 63 年から 32 年余りの永きに
わたり、管工事業一筋の道を歩まれ、
管工業の発展と後進技術者の育成に
努められています。また、千歳市管
工事業協同組合の専務理事として、
組合組織の維持・運営、社会貢献活
動に取り組むなど市の産業発展に貢
献されています。

（55歳）木
き む ら

村 聡
さ と し

史さん

配
管
工

平成 8 年から永きにわたり、とび工
一筋の道を歩まれ、１級鳶技能士の
資格を活かして市内の小・中学校の
耐震補強工事など公共工事に積極的
に参画されるとともに、北海道鳶土
木工業連合会の理事として、組織の
運営・維持及び市の産業発展に貢献
されています。

伊
い と う

藤 大
だ い す け

輔さん
（43 歳）

と
び
工

功 労 表 彰

技 能 功 労 者
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市民の模範となるような善行をされ

た方や公益のため個人で50万円以

上、団体で100万円以上の寄付をされ

た方に贈られるものです。（敬称略）

東原　俊郎 ／ ひがしはら としろう

里見　治 　／ さとみ はじめ

工藤　弘樹 ／ くどう ひろき

福田　武男 ／ ふくだ たけお

鳩澤　裕輔 ／ はとざわ ゆうすけ

千歳ロータリークラブ

ブルーファミリア

株式会社平和恒産

千歳市環境整備事業協同組合

山﨑建設工業株式会社

株式会社デンソー北海道

北海道ガス株式会社千歳支店

北海道建設サービス株式会社

セガサミーカップゴルフトーナメント大会事務局

【6 個人／ 10 団体】

善 行 表 彰

昭和 45 年から永きにわたり千歳市
のアイヌ文化伝承保存活動の中心的
役割を担ってこられました。千歳ア
イヌ文化伝承保存会の初代事務局長
を務められたほか、北海道ウタリ協
会千歳支部副支部長や事務局長を歴
任されるなど、市の文化の振興と発
展に寄与されています。

千歳軟式野球連盟において永きにわ
たり活動され、平成 29 年からは名
誉会長として指導や助言を行い連盟
の組織強化や各種大会の成功に貢献
されるなど、軟式野球の普及・発展
を通して市のスポーツ振興に寄与さ
れています。

北信濃バドミントンクラブ及び北信
濃バドミントン少年団の設立にあた
り中心的役割を果たし、永きにわた
り代表や顧問として組織の育成に努
めるとともに、指導者として全国大
会出場者を輩出するなど、バドミン
トン競技の普及・発展を通して、市
のスポーツ振興に寄与されています。

「チトセ市民芸術祭」の一環として
開催する２つのフェスティバルの実
行委員長として、組織の中心となり
企画・運営に尽力されるとともに、
ちとせジャズダンス連盟を設立し、
今日まで会長として組織の円滑な運
営に努められるなど、市の文化の振
興と発展に寄与されています。

令和元年 11 月、全国書画展覧会運
営委員会が主催する第 87 回全国書
画展覧会画の部において、水彩画「学
校の樹」が全国小・中学生の応募作
品 12,447 点の中から、最高賞の

「内閣総理大臣賞」を受賞されました。

ふれ愛デーチャリティパークゴルフ交流会実行委員会

スポーツ

文化

中
な か じ ま

島 勝
か つ み

己さん
（72歳） 中

な か む ら

村 勝
か つ の ぶ

信さん
（76歳）長

な が し ま

島 ひなたさん
（15歳）

山
や ま も と

本 芳
よ し お

郎さん
（83歳）澤

さ わ だ

田 好
よ し ひ ろ

広さん
（79歳）

野
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダ
ン
ス
文
化

ア
イ
ヌ
文
化

水
彩
画

功労

中村　秀子 ／ なかむら ひでこ
手話通訳者として26年の間、地域福
祉の推進に寄与されたことの善行表彰

千 歳 市 ス ポ ー ツ 賞

千 歳 市 民 文 化 賞千 歳 市 民 文 化 奨 励 賞
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財産区分 土　地 建　物
行政財産 1,279 万 9,916 ㎡ 46 万 8,164 ㎡
公 用 財 産 189 万 2,290 ㎡ 5 万 8,326 ㎡
公共用財産 1,090 万 7,626 ㎡ 40 万 9,838 ㎡
普通財産 435 万 2,586 ㎡ 1 万 2,234 ㎡
合　　計 1,715 万 2,502 ㎡ 48 万 398 ㎡

令和元年度のまちの決算を

お伝えします。

まちまちのの家計簿家計簿

今月の

焦点 
一般
会計

特別
会計

福 祉 や 教 育 、 消 防 な ど 市 が 行 う 行 政 運 営 の
基 本 的 な 経 費 を 経 理 す る 会 計 で す 。

保 険 料 な ど 特 定 の 収 入 を 財 源 に 特 定 の 事 業 を
行 い 、 一 般 会 計 と は 別 に 経 理 す る 会 計 で す 。
6 つ の 会 計 ご と に 事 業 を や り く り し て い ま す 。

土地・建物

《普通財産》のほか、市が使用する《公用財産》、
市民が使用する《公共用財産》とに区分します。

有価証券（国債など）

基　　金（事業資金の積み立てなど／全18基金）

出資による権利（団体への資本金）財産
まちの

R2.3.31
現在

35 億 2,855 万円 2 億 1,519 万円

171 億 4,013 万円 ○財政調整基金 ○農業振興基金 ○奨学基
金 ○公共施設整備基金 ○国民健康保険事

業財政調整基金 ○土地開発基金 ○みんなで、ひと・まちづくり基金 ○減債基金 ○地
域福祉振興基金 ○霊園管理基金 ○ふるさと千歳国際交流基金 ○職員退職手当基金 ○
介護保険事業給付費準備基金　○特定地域振興基金 ○心のふるさと千歳基金 ○特定防
衛施設周辺整備調整交付金基金  ○公立千歳科学技術大学施設整備基金 ○森林環境基金

会　計　名 歳　入 歳　出 差　 引
国民健康保険（国民健康保険事業を運営するための会計） 77 億 2,554 万円 76 億 4,127 万円 8,427 万円
土地取得事業（公共施設用地をあらかじめ取得するための会計） 13 億 3,094 万円 13 億 3,048 万円 46 万円
公設地方卸売市場事業（公設地方卸売市場を運営するための会計） 4,077 万円 4,061 万円 16 万円
霊園事業（霊園の用地取得や管理運営のための会計） 2,273 万円 2,265 万円 8 万円
介護保険事業（介護保険事業を運営するための会計） 53 億 9,466 万円 52 億 2,991 万円 1 億 6,475 万円
後期高齢者医療（後期高齢者の医療保険制度のための会計） 10 億 8,372 万円 10 億 8,268 万円 104 万円

合　　　計 155 億 9,836 万円 153 億 4,760 万円 2 億 5,076 万円

民生費
29.4%

職員費
13.1%

公債費
7.4%

教育費
14.7%

土木費
7.5%

諸支出金
衛生費

その他
19.0%

市　税
33.5%

国・道
支出金
24.1%

使用料・手数料など／ 2.9%・13億 9,214万円

市　債

地　方
交付税
な　ど
17.6%

歳入決算歳出決算

4 6 5億 5 , 4 2 7万円 4 7 3億 4 8 6万円

158 億 2,488 万円
○固定資産税・都市計画税（78億2,369万円）
○市民税 (69 億 1,078 万円 )
○市たばこ税 (8 億 3,251 万円 )

113 億 9,532 万円
○国からの補助金 (83 億 3,321 万円 )
○北海道からの補助金 (30 億 6,211 万円 )

83 億 735 万円
○地方交付税 (47 億 293 万円 )
○地方消費税交付金 (19 億 369 万円 )
○地方譲与税 (8 億 1,616 万円 )

財産収入／２.1%・10億 387万円

24.1%・45億 126万円

6．1％・28 億 8,560 万円

137 億 737 万円
○児童福祉 (51 億 7,572 万円 )
○生活保護 (25 億 8,387 万円 )

○障がい者支援 (24 億 8,241 万円 )
○高齢者福祉 (15 億 3,557 万円 )

61 億 236 万円

34 億 4,958 万円

68 億 4,277 万円
○小中学校 (20 億 1,838 万円 )

○社会教育 (5 億 9,801 万円 )
○保健体育 (9 億 4,926 万円 )

34 億 8,531 万円

4.6％・21 億 2,458 万円

4.3％・19 億 8,398 万円

88 億 5,832 万円
○商工業や観光の振興（12 億 1,642 万円 )

○農林水産業の振興 (6 億 4,615 万円 )

※ 内訳には、主な項目を掲載しています。

繰入金・繰越金／ 4.2%・19億 9,444万円
諸収入
寄付金
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市の財政に関する詳細は

総務部 財政課 財政係
((24)0541 ▪ＦＡＸ (22)8854

一 般 会 計 の 借 入 357 億 5,647 万円
特 別 会 計 の 借 入 3,060 万円
公営企業会計の借入 208 億 6,279 万円
合 　 　 　 　 　計 566 億 4,986 万円

財政健全度を判断する指標

指　標 市の比率 国の基準比率
早期健全化 財政再生

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字
比率　　

公営企業を除いた赤字状
況を表すもの 黒字決算 12.20％ 20.0％

連結実質
赤字比率

会計を合算した全体の赤
字状況を表すもの 黒字決算 17.20％ 30.0％

実質公債
費比率　

1 年間の収入に対する借入
金返済額の割合を表すもの 8.5％ 25.0％ 35.0％

将来負担
比率　　

将来負担する借入金に対
する返済能力を表すもの 37.9％ 350.0％

資金不足比率 公営企業の経営状況の深
刻度を表すもの 該当なし 20.0％

▇ 平成 20 年から《財政健全化法》により、全国の地方公共団体は、
毎年度、財政の健全度を判断する指標を算定し、公表しています。
▇ ５つの指標のうち、１つでも市の比率が国の基準比率を超えた場合、
計画的な健全化・再生が義務づけられます。
▇早期健全化の基準を超えると、《財政健全化団体（破綻の一歩手前）》
に、財政再生の基準を超えると、《財政再生団体（破綻）》となります。

公営企業
会計

民 間 企 業 と 同 じ よ う に 、 サ ー ビ ス の
提 供 で 収 入 を 得 て 、 そ の 収 入 で 支 出
を 賄 う 会 計 で す 。 水 道・ 下 水 道・ 病
院 の ３ つ の 企 業 会 計 が あ り ま す 。

◉令和元年度の決算状況は、すべて
の指標において、健全な水準にある
といえます。市は、引き続き健全な
財政運営を進めます。

市が一度に多額のお金を必要とする事業に
認められる《市債》です。道路や学校の建
設や、災害復旧などに限られています。

市債の状況

借金
まちの

R2.3.31
現在

青葉公園整備事業 北陽小学校分離校建設事業

避難所非常用発電機等整備事業

2,170万円2,170万円

4,574万円4,574万円 6億9,576万円6億9,576万円

病　院　事　業 水　道　事　業下 水 道 事 業

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

60 億 8,925 万円

61 億 6,620 万円

3 億 3,180 万円

8 億 240 万円

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

34 億 7,485 万円

31 億 8,404 万円

4 億 6,985 万円

13 億 5,139 万円

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

24 億 4,091 万円

22 億 341 万円

4 億 1,279 万円

9 億 4,292 万円

１年間の事業活動で得ら
れる収益と費用を損益計
算の形で表すもの。

《収益的収支》
１年間に支出した施設の
建設経費（借金返済を含
む）と財源収入。

《資本的収支》

9 億 9,352 万円内部留保資金残高23 億 9,991 万円内部留保資金残高5 億 4,226 万円内部留保資金残高

▇ 給水戸数　…　4 万 3,723 戸
市が水道水を供給している戸数。
前年度比 855 戸増。
▇ 総配水量　…　1,211 万 809 ㎥
飲料水として浄水場から送り出された総水
量。前年度比 2.95％増。
▇ 有収水量　…　1,169 万 1,089 ㎥
総配水量のうち、水道料金収入が得られる
水量。前年度比 2.12％増。
▇ 有収率　　…　96.53％
総配水量に占める有収水量の比率。高いほ
ど良好な状況を示す指標。
前年度比 0.80 ポイント減。

▇ 排水戸数　  …  4 万 2,926 戸
市が下水道の処理を行う区域の戸数。
前年度比 871 戸増。
▇ 総処理水量  …  1,967 万 6,256 ㎥
処理した下水の総水量。
前年度比 1.63％減。
▇ 有収水量　 …   1,436 万 1,833 ㎥
総処理水量のうち、下水道使用料収入が得
られる水量。前年度比 3.24％増。
▇ 有収率　　…　72.99％
総処理水量に占める有収水量の比率。高い
ほど良好な状況を示す指標。
前年度比 3.45 ポイント増。

▇ 市民病院入院患者数… 4 万 9,782 人
前年度比 4,231 人減。
▇ 市民病院外来患者数…15 万 2,415 人
前年度比 9,594 人減。
▇ 泉郷診療所外来患者数  …      756 人
前年度比  3 人増。
▇ 支笏湖診療所外来患者数 … 725 人
前年度比 21 人減。

内部留保資金は､過去からの利益（黒
字）の蓄積によって生じた資金で、事
業運営に必要な運転資金になります｡

《内部留保資金残高》とは

6,045万円6,045万円
主要事業

 R元年度

プレイバック

プレミアム付商品券発行事業
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(
は
、
直
通
電
話
、　 

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
で
す
。

内
線
表
示
が
あ
る
と
き
、
夜
間
、
土
・
日
・
祝
日
、

12
月
28
日
～
１
月
３
日
は
、
市
役
所
の
代
表

(
　(24)
３
１
３
１
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■FAX

保
険
料
の
納
付
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金
を
支
え
ま
し
ょ
う

市
民
課

年
金
係


(24)
０
２
６
７

（49)
２
０
５
５

■FAX

第２庁舎
1階 1

　

I  N  F  O  R  M  A  T  I  O  N トヒック T O P I C

。お 知 ら せ

●
支
え
合
い
の
国
民
年
金
制
度
。
保

険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
齢

基
礎
年
金
、
病
気
や
け
が
で
障
が

い
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年

金
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
を

過
ぎ
る
と
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
納
め
ず
に
い
る
と
、
将

来
受
給
す
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
ま
っ
た
く
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

くらし

険
料
）控
除
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
額

の
全
額
が
所
得
税
、
市
民
税
・
道

民
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
控
除
証
明
書
」
は
、
は
が
き
で
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
】
①
保
険
料
を
令
和
２
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30

日
ま
で
に
納
付
し
た
方

②
保
険
料
を
令
和
２
年
10
月
１
日

以
降
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た
方

【
控
除
証
明
書
の
発
送
時
期
】

①
11
月
上
旬
に
発
送
予
定

②
令
和
３
年
２
月
上
旬
に
発
送
予
定

【
詳
細
】
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル


０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４


０
３
（
６
６
３
０
）
２
５
２
５

新
さ
っ
ぽ
ろ
年
金
事
務
所　


０
１
１
（
８
９
２
）
９
３
１
６

月
～
金　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

第
２
土
曜　
９
時
30
分
～
16
時

※
第
２
土
曜
以
外
の
土・日・祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
。

　
令
和
３
年
度
の
実
施
日
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
実
施
日
】
①
５
月
８
日　
②
10
月

23
日　
③
12
月
４
日　

※
学
校
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
よ
り
市
民
に
身
近
で
親

し
ま
れ
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
、
広

報
ち
と
せ
と
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の

写
真
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
写
真
で
千
歳

の
魅
力
を
発
信
し
ま
せ
ん
か
。

【
掲
載
場
所
・
テ
ー
マ
な
ど
】

①
広
報
ち
と
せ
裏
表
紙
「
瞬
き
の

点
景
。」
…
千
歳
な
ら
で
は
の
美

し
い
情
景
や
行
事
に
つ
い
て
、
人

や
動
物
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
《
点

景
》
を
織
り
交
ぜ
た
写
真
な
ど
／

②
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
…
四
季
折
々

の
風
景
や
そ
の
月
に
見
合
う
恒
例

行
事
な
ど
の
写
真
／
①
②
と
も
コ

メ
ン
ト
と
氏
名
を
掲
載
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
方
（
18

歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同
意
要
）

【
写
真
の
規
格
】
過
去
２
年
以
内
に

市
内
で
撮
影
し
た
写
真
で
未
発
表

の
も
の
。
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
サ
イ

ズ
は
３
～
10
Ｍ
Ｂ
。（
画
像
の
加

工
は
不
可
）

※
そ
の
ほ
か
欠
格
事
項
な
ど
あ
り
。

【
申
込
方
法
】
投
稿
申
込
書
（
指

定
用
紙
）
の
投
稿
規
約
に
同
意
の

上
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

【
申
込
期
限
】
①
広
報
ち
と
せ
は
毎

月
10
日
、
／
②
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

は
毎
月
１
日

【
申
込
先
】
企
画
部 

広
報
広
聴
課 

広
報
係 

千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目

34 

本
庁
舎
１
階 

17
番 

kohokocho@
city.chitose.lg.jp

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

《
募
集
要
項
》
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
ち
と
せ
・
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の

写
真
を
募
集
し
ま
す

本庁舎
１階17

広
報
広
聴
課

広
報
係


(24)
０
１
０
４

(22)
８
８
５
１

■FAX

広報ちとせの裏表紙の写真

市民カレンダー右上の写真

令
和
3
年
度
の

土
曜
授
業
に
つ
い
て

第２庁舎
2階 10

(27)
３
７
４
３

■FAX 
(24)
０
８
３
９

学
校
教
育
課

学
校
教
育
係

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
で
す

こ
ど
も
家
庭
課

児
童
相
談
係


(24)
０
９
３
５

(23)
６
７
０
０

■FAX

第２庁舎
１階３

　

子
ど
も
へ
の
体
罰
は
、《
し
つ

け
》
で
あ
っ
て
も
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。子
育
て
す
る
上
で
、

支
援
を
受
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ

り
、
市
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
体
罰
な
ど
に
よ
ら
な
い

子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
、
保
護

者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
保

護
者
に
対
す
る
支
援
も
含
め
て
社

会
全
体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
】

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
８
９
（
い
ち
・
は
や
・
く
）

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル  

　

０
５
７
０
（
７
８
３
）
１
８
９

　
　
（
な
や
み
・
い
ち
・
は
や
・
く
）

敬
老
祝
金
の
期
日
ま
で
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課

高
齢
福
祉
係


(24)
０
２
9
５

(23)
６
７
０
０

■FAX

第２庁舎
1階 7

　

今
年
度
の
敬
老
祝
金
は
口
座
振

込
に
よ
る
贈
呈
と
し
、
対
象
者
に
は

申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
よ
り
期
限
ま
で

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】
11
月
30
日
㈪
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市 役 所 か ら の お 知 ら せ

11
月
は
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

推
進
月
間
」
で
す

環
境
課

環
境
計
画
係


(24)
０
５
9
０

(22)
８
８
５
１

■FAX

本庁舎
１階 15

　
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
停
止

や
《
穏
や
か
発
進
》
な
ど
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
こ
と
は
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
や
燃
料
消
費

量
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
取
り
組
み
が
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Aシルバーハウジング
※ 60 歳以上の高齢者を対象に生活指導 ､ 相談 ､ 安否確認 ､ 緊急時の対応 ､
関係機関との連絡などのサービスを行う生活援助員を配置した住宅です。
家賃とは別に費用負担があります。また、固定電話回線の設置が必要です。
タイプ 団地名 所　在 風呂 エレベーター 建－階 家賃 ( 円 ) 戸数

1 ＬＤＫ 北栄Ｃ 新富 2 ○ ○ ５－ 1 18,100 ～ 35,600 １
○ ○ ５－ 3 18,100 ～ 35,500 １

B心身障がい者世帯向け住宅（車いす対応）
タイプ 団地名 所　在 風呂 エレベーター 建－階 家賃 ( 円 ) 戸数
２ＬＤＫ うたり 花園７ ○ ○ 10－１ 24,400 ～ 48,000 １

※対象は、身体障害者身体障害者手帳（１～４級）の交付を受け、かつ、
日常的に車椅子を使用している方、単身者については、日常的に車椅子を
使用しての自立（介護を受けての自立を含む）生活が可能な方です。

C高齢者世帯向け住宅
タイプ 団地名 所　在 風呂 エレベーター 建－階 家賃 ( 円 ) 戸数

1 ＬＤＫ 高台 高台 3 ○ ○ 5 － 1 15,000 ～ 29,400 1
高台 3 ○ ○ 5 － 1 14,600 ～ 28,700 １

※対象は、60 歳以上の方、および同居する家族全員が、18 歳未満の児童、
身体障害者手帳（１～４級）・精神障害者保健福祉手帳（１～３級）・療育
手帳のいずれかの交付を受けている方に該当する世帯です。

D一般世帯向け住宅
タイプ 建物名 所　在 風呂 エレベーター 建－階 家賃 ( 円 ) 戸数

１ＬＤＫ

北栄Ｃ 新富３ ○ 〇 5 － 3 17,300 ～ 33,900 1
スカイヒルズ 清水３ 〇 〇 10－ 4 15,400 ～ 30,300 1
ハイツライフ 幸町 5 〇 － 2 － 1 13,400 ～ 26,300 1
エムエーワン みどり台南 ○ － 2 － 2 18,900 ～ 37,200 3

２ＬＤＫ

北栄Ａ 新富 1
○ － 4 － 3 17,700 ～ 34,700 1
○ － 4 － 4 18,300 ～ 36,000 1

北栄Ｂ 新富３
○ － 4 － 4

18,600 ～ 36,500
1

○ － 4 － 3 1
ﾋﾞｭｰﾃｨﾌﾙﾗｲﾌM 幸町１ ○ － 3 － 3 20,900 ～ 41,000 1

エムエーワン みどり台南
○ － 2 － 1 21,300 ～ 41,800 5
○ － 2 － 2 19,800 ～ 39,000 2

３D Ｋ 向陽台 若草４ 〇 － 平屋 12,100 ～ 23,900 1

３ＬＤＫ

北栄Ａ 新富 1
○ － 4 － 1

20,000 ～ 39,400
1

○ － 4 － 4 1
北栄 C 新富 2 ○ ○ 5 － 5 26,400 ～ 51,900 1
高台 高台 3 ○ ○ 5 － 5 20,500 ～ 40,200 1

うたり 花園 7 ○ ○ 10－ 4 24,400 ～ 47,900 1
いずみ 末広 8 ○ ○ 5 － 3 25,700 ～ 50,500 1

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
課

住
宅
管
理
係


(24)
０
４
２
７

(22)
８
８
５
３

■FAX

本庁舎
３階38

【
募
集
住
戸
】
左
の
表
の
と
お
り

【
入
居
資
格
】
▼
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
、
同
居
す
る
家
族
が

い
る
方
（
結
婚
予
定
の
方
は
入
居

日
ま
で
に
入
籍
す
る
方
）
▼
単
身

者
は
60
歳
以
上
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
～
４
級
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
～
３
級
、
知
的
障
害

者
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
を
保
持

し
て
い
る
方
、生
活
保
護
受
給
者
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
▼
収
入
基

準
を
超
え
な
い
方
▼
市
税
な
ど
に

滞
納
の
な
い
方
▼
現
在
、
住
宅
に

困
っ
て
い
る
方
（
持
ち
家
が
な
い

こ
と
）

【
申
込
書
類
】
申
込
書
、
印
鑑
な
ど

※
市
営
住
宅
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
千

歳
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
内
）
で
配
布
。

※
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
な
と
き

あ
り
。

【
申
込
先
】
市
営
住
宅
窓
口
セ
ン
タ
ー


０
８
０
０
（
８
０
０
）
１
９
４
５

（
通
話
料
無
料
）　   

（40）
８
４
０
０

幸
町
４
丁
目
30　

千
歳
タ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
１
階　

【
申
込
期
間
】
11
月
12
日
～
19
日

（
平
日
・
土 

８
時
45
分
～
18
時
15
分
、

日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
込
期
間
中
は
窓
口
を
１
時
間

延
長
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る

と
き
は
公
開
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
抽
選
日
】
11
月
26
日
㈭
10
時
～
／

中
心
街
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
家
賃
２
か
月
分
の
敷
金
が
必
要
。

※
当
選
さ
れ
た
方
は
、
納
税
証
明

書
、
所
得
証
明
書
、
直
近
の
家
賃

領
収
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
抽
選
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
延
期
す

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

※
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
は
家
族
数

■FAX

２
人
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
３
人
以
上
の

方
に
限
り
ま
す
。

※
犬
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
入
居
者
募
集
は
、
定
期
的
に
年

４
回
行
い
ま
す
。
な
お
、
随
時
募

集
し
て
い
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
の

で
《
市
営
住
宅
窓
口
セ
ン
タ
ー
》

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

冬
の
交
通
安
全
運
動

（
11
月
13
日
～
22
日
）

第２庁舎
2階 9

(27)
３
７
４
３

■FAX 
(24)
０
２
６
３

市
民
生
活
課

防
犯
・
交
通
安
全
係

　
11
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
、冬
の

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
早
朝
、
夜
間
は
路
面
凍
結
な
ど

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ス
リ
ッ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張

申
請
受
付
を
実
施
し
ま
す

第２庁舎
１階１

(49)
２
０
５
５

■FAX 
(24)
０
１
２
７

市
民
環
境
部
主
幹

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
担
当
）

　
市
は
、
無
料
で
顔
写
真
撮
影
を

行
う
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
作
成
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。   

　
お
買
い
物
の
つ
い
で
に
、
時
間

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

【
対
象
】
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

【
と
き
】
11
月
28
日
㈯
10
時
～
17
時

【
と
こ
ろ
】
イ
オ
ン
北
海
道
千
歳
店 

１
階 

フ
ー
ド
コ
ー
ト
内 

特
設
会
場

【
持
ち
物
】
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

プ
事
故
や
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な

事
故
に
直
結
す
る
極
め
て
悪
質
で

危
険
な
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
事
業
収
入
が
減
少
し
た

中
小
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
、
令

和
３
年
度
分
に
限
り
、
償
却
資
産

お
よ
び
事
業
用
家
屋
に
か
か
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
軽
減

し
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

に
該
当
す
る
事
業
者
。

①
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
金
の

額
が
１
億
円
以
下
の
法
人
／
②
資

本
ま
た
は
出
資
を
有
し
な
い
法
人

の
場
合
、
従
業
員
千
人
以
下
の
法

人
／
③
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数

が
千
人
以
下
の
個
人

※
大
企
業
の
子
会
社
な
ど
（
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
企

業
）
は
対
象
外
で
す
。

❶ 
同
一
の
大
規
模
法
人
か
ら
２
分

の
１
以
上
の
出
資
を
受
け
る
法
人

❷
複
数
の
大
規
模
法
人
か
ら
３
分

の
２
以
上
の
出
資
を
受
け
る
法
人

【
軽
減
率
】令
和
２
年
２
月
か
ら
10

月
ま
で
の
任
意
の
連
続
す
る
３
か

月
間
の
事
業
収
入
の
減
少
率

・
前
年
同
期
比
：
50
％
以
上
減
少

の
場
合　
全
額　

・
前
年
同
期
比
：
30
％
以
上
50
％

未
満
減
少
の
場
合　
２
分
の
１

【
申
告
手
続
】認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
な
ど
（
税
理
士
、
公
認
会

計
士
、
金
融
機
関
な
ど
）
の
確
認

を
得
た
申
告
書
と
と
も
に
、
必
要

書
類
を
令
和
３
年
１
月
４
日
か
ら

２
月
１
日
ま
で
に
税
務
課
に
提
出

※
償
却
資
産
の
申
告
が
あ
る
場
合

は
、
毎
年
行
わ
れ
る
償
却
資
産
申

告
書
と
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
可
）

【
必
要
書
類
】
　

(1)
申
告
書
（
認
定

経
営
革
新
等
支
援
機
関
な
ど
確

認
印
が
押
さ
れ
た
も
の
）
／
(2)

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
な

ど
に
提
出
し
た
書
類
一
式
（
収

入
減
を
証
す
る
書
類
な
ど
）

※
申
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
告
受
付
窓
口
】

事
業
用
家
屋 

家
屋
係
 

(24)
０
１
６
８

償
却
資
産 

市
民
税
係
( 

(24)
０
１
５
８

【
相
談
窓
口
】中
小
企
業　
固
定
資

産
税
な
ど
の
軽
減
相
談
窓
口


（
０
５
７
０
）
０
７
７
３
２
２

（
平
日
９
時
30
分
～
17
時
）

※
制
度
の
詳
細
は
中
小
企
業
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
妊
娠
期

を
過
ご
し
、
育
児
に
取
り
組
ん
で

い
る
母
親
の
支
援
と
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
応
援
す
る
た
め
、
市
独

自
の
臨
時
特
別
的
な
給
付
措
置
と

し
て
、《
ち
と
せ
っ
こ
笑
顔
き
ら
き

ら
給
付
金
新
生
児
子
育
て
支
援
臨

時
特
別
給
付
金
》
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】
新
生
児
の
母
親

（
母
親
に
よ
る
申
請
が
困
難
な
と

き
に
限
り
、
代
理
申
請
可
）

【
給
付
対
象
要
件
】①
②
ど
ち
ら
の

要
件
も
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

①
令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和

３
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
子
で
、
出
生
日
か
ら
申
請
日

ま
で
継
続
し
て
千
歳
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

②
給
付
対
象
の
子
の
母
親
が
、
子

ど
も
を
出
産
し
た
時
か
ら
給
付
金

の
申
請
日
ま
で
継
続
し
て
千
歳
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。

からだを守ろう！ 今できること【第７回】
高齢者支援課 地域支援係　(24) ０８９６　ＦＡＸ (23) ６７００　第２庁舎１階７

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、外出自粛期間が長期化したことにより、高齢者のこころやからだの状態が低
下してしまうこと（フレイル）が全国的に不安視されています。
　今回は、耳の聞こえについて考えてみましょう。難聴は、コミュニケーションに支障が生じるなど、生活のさまざまな
場面に影響します。耳の聞こえについて自己チェックをしてみましょう。
　11月11日は「高齢者や障がい者などに対する介護に関し、国民への啓発を重点的に実施する日」として厚生労働省
が設定しています。ぜひ、この機会に、一緒に介護について考えてみませんか。

耳 の 聞こえをチェックしてみましょう
　□ 二人以上の人が同時に話し始めると、よく聞き取れなくなる
　□ 自動車の中での話が、よく聞き取れない
　□ 最近、周囲の人の話が、もごもごとはっきりしないように感じる
　□ テレビやラジオのセリフが、よく聞き取れない
　□ 集会、会議、授業などで、話の内容が分からなくて困る　など
　その他でも、聞こえが悪いと感じる、不安を感じたときは、耳鼻科に相談しましょう。

【詳細】　《千歳市介護予防センター》 (23)００１２　ＦＡＸ(23)００２２

制度

《
ち
と
せ
っ
こ
笑
顔
き
ら
き

ら
給
付
金
》
の
ご
案
内

第２庁舎
１階３

(23)
６
７
０
０

■FAX 
(24)
０
３
４
１

こ
ど
も
政
策
課

こ
ど
も
政
策
係

【
給
付
額
】対
象
新
生
児
１
人
あ
た

り
10
万
円

【
申
請
方
法
】
①
出
生
届
を
提
出

し
た
月
の
翌
月
中
旬
ご
ろ
に
、
対

象
者
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

②
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
本
人
確
認
書
類
、
母
子
健
康

手
帳
の
写
し
、
振
込
先
口
座
の
確

認
書
類
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
制
度
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
小
事
業
者
な
ど
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置


(24)
０
１
６
８

(49)
２
０
５
６

■FAX

税
務
課

家
屋
係

第２庁舎
1階 4
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市 役 所 か ら の お 知 ら せ

納
税
課 

(　
（24）
０
１
６
９  

　　
（23）
６
７
０
０

11
月
は
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
の
納
付
月
で
す
。
市
税
納
付
夜
間
相
談
は
５
月
、12
月
、３
月
の
年
３
回
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

■FAX

公募

　
「
好
き
」
を
起
業
へ
つ
な
げ
る

コ
ツ
か
ら
事
業
計
画
の
作
り
方
ま

で
、
起
業
の
基
礎
に
つ
い
て
段
階

を
踏
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
師 

伊
藤 

順
子 

氏
（
株
式
会
社

ワ
タ
ラ
ク
シ
ア
代
表
取
締
役
）

【
対
象
】起
業
に
興
味
が
あ
る
方
、

自
分
ら
し
い
働
き
方
を
め
ざ
し
た

い
方

【
日
程
】
①
11
月
17
日
㈫
「
私
ら

し
く
働
く
」
起
業
と
は

②
11
月
24
日
㈫ 

起
業
の
タ
ネ
の

探
し
方

③
12
月
８
日
㈫ 

集
客
＆
応
援
さ

れ
る
環
境
作
り

④
12
月
15
日
㈫ 

お
金
の
知
識
＆

事
業
計
画
書
の
書
き
方
／
各
日
18

時
30
分
～
20
時
30
分

【
参
加
料
】
無
料

【
定
員
】
15
人
（
申
込
順
）

【
申
込
】
11
月
16
日
㈪
ま
で
／
Ｗ

ｅ
ｂ
申
込
フ
ォ
ー
ム
（https://

form
s.gle/T

G
edT

9zA
zofjo

w
886

）
か
ら
申
し
込
み
／
ま
た

は
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
連
絡
先
・

想
定
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
概
要
を
記
入

の
上
、

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
申
し
込
み

Ｅ
メ
ー
ル　

s hogyorodo@
cit

y.chitose.lg.jp

女
性
の
た
め
の
起
業
セ
ミ
ナ
ー

０
か
ら
は
じ
め
る
わ
た
し
ら
し
い
起
業


(24)
０
５
９
８

(22)
８
８
５
１

■FAX

商
業
労
働
課

商
業
振
興
係

本庁舎
1階11

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

経
済
社
会
活
動
を
安
全
に
営
む
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
国

土
強
靭
化
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め《
千
歳
市
強
靭
化
計
画（
素

案
）》
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
公
募
期
間
】11
月
17
日
～
12
月
16
日

【
公
表
場
所
】市
役
所
（
本
庁
舎
１

階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
）、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー

ル
、
図
書
館
、
公
民
館
、
ミ
ナ
ク
ー

ル
、
各
コ
ミ
セ
ン
、
各
支
所
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
意
見
の
提
出
方
法
】
公
表
場
所
に

設
置
し
て
い
る
意
見
書
（
市
指
定

用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

意
見
箱
に
投
入
す
る
か
、
住
所
、

氏
名
（
法
人
は
事
業
所
名
）、
連
絡

先
の
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
公
共
施
設
が
休
館

と
な
っ
た
と
き
は
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】〒
066
‐

8686 

東
雲
町
２
丁

目
34　
千
歳
市 

企
画
部 

企
画
課 

企

千
歳
市
強
靭
化
計
画（
素
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す


(24)
０
４
３
９

（22）
８
８
５
２

■FAX

企
画
課 

企
画
調
整
係

本庁舎
２階 22

見る
学ぶ

　

毎
日
の
体
調
管
理
：
い
つ
も
と

変
わ
ら
な
い
体
調
と
自
分
ら
し
さ

を
守
る
こ
と
／
現
代
人
の
健
康
に

つ
い
て　

体
を
守
る
「
免
疫
」
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
？　

日
常
で
で

き
る
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
コ
ツ
／
講

師 

大
塚
製
薬
株
式
会
社 

ニ
ュ
ー

ト
ラ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ
事
業
部 

学
術
部
の
皆
さ
ん　
　
　
　
　
　

※
会
場
と
講
師
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

接
続
し
、
ラ
イ
ブ
配
信
形
式
で
開

催
し
ま
す
︒

【
と
き
】
11
月
26
日
㈭
18
時
30
分
～
20
時

【
と
こ
ろ
】
千
歳
市
社
会
福
祉
協

議
会 

２
階 

会
議
室
２・３

【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
20
人
（
申
込
順
）

【
申
込
】

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・

Ｗ
ｅ
ｂ
申
込
フ
ォ
ー
ム
（https:

//w
w

w
.harp.lg.jp/3Q

D
p4i

D
K

）
か
ら
申
し
込
み

Ｅ
メ
ー
ル　

shogaigakushu@
city.chitose.lg.jp

　
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
《
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
》
を
使
用
し
て
行
う
オ
ン
ラ

イ
ン
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
︒
事
前
に

オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
︒　
　

【
対
象
】25
歳
～
45
歳
の
独
身
者

（
男
性
は
市
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
方
）
で
︑
パ
ソ
コ
ン

か
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末

を
所
有
し
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
環
境
に
あ
る
方
／
カ

ッ
プ
ル
に
な
っ
た
方
に
は
︑
実
施

後
３
年
程
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

協
力
い
た
だ
き
ま
す
︒

【
と
き
】
11
月
28
日
㈯
14
時
～
16
時

【
参
加
料
】
千
円

【
定
員
】
男
女
各
６
人
（
抽
選
）

【
申
込
】
11
月
17
日
㈫
ま
で
／
Ｈ
ａ
ｎ

ａ 

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ
ｌ 

Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム

(https://hana-bridal.com
/

archives/2147)

か
ら
申
し
込
み

【
詳
細
】
Ｈ
ａ
ｎ
ａ 

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ
ｌ


０
１
１
（
６
４
３
）
０
０
０
５

Ｅ
メ
ー
ル hase@

hana-bridal
.com※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
︒

市
民
教
養
セ
ミ
ナ
ー


(24)
０
８
４
８

(27)
３
７
４
３

■FAX

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係

第２庁舎
2階 10

千
歳
市
結
婚
活
動
応
援
事
業

オ
ン
ラ
イ
ン
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー


(24)
０
4
５
２

(22)
８
８
５
1

■FAX

市
民
協
働
推
進
課

市
民
協
働
推
進
係

本庁舎
1階 15

千
歳
市
教
育
振
興
基
本
計
画（
原
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す


(24)
０
８
４
５

(27)
３
７
４
３

■FAX

企
画
総
務
課

企
画
係

第２庁舎
2階 10

　
本
市
に
お
け
る
教
育
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
・
体
系
的
に
進
め

て
い
く
た
め
の
長
期
計
画
で
あ
る

《
千
歳
市
教
育
振
興
基
本
計
画（
原

案
）》
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
公
募
期
間
】
11
月
26
日
～
12
月

25
日

【
公
表
場
所
】
市
役
所
第
２
庁
舎

２
階
（
企
画
総
務
課
）、
市
役
所

本
庁
舎
１
階
（
市
民
ロ
ビ
ー
）、

市
役
所
本
庁
舎
１
階
（
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
）、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、

公
民
館
、
市
民
活
動
交
流
セ
ン

タ
ー
、
各
コ
ミ
セ
ン
、
各
支
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
意
見
の
提
出
方
法
】
公
表
場
所

に
設
置
し
て
い
る
意
見
書
（
市
指

定
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

意
見
箱
に
投
入
す
る
か
、
住
所
、

氏
名
（
法
人
は
事
業
所
名
）、
連
絡

先
の
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
公
共
施
設
が
休
館

と
な
っ
た
と
き
は
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】
〒
066
‐

8686 

東
雲
町
２

丁
目
34　
千
歳
市 

教
育
委
員
会 

企
画
総
務
課 

企
画
係

Ｅ
メ
ー
ル　

kyoikukikaku@
ci

ty.chitose.lg.jp

Web申込
フォーム

Web申込
フォーム

Web申込
フォーム

画
調
整
係　

Ｅ
メ
ー
ル kikaku@

city.chitos
e.lg.jp



《プラスチック製容器包装》
の出し方について

廃棄物対策課 資源循環推進係
((23)2110   ▪ＦＡＸ (23)2492

環境センター 

24広報ちとせ 令和２(2020) 年 11 月号

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

【
第
２
庁
舎
１
階
２
】

保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
…

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

通
常
の
保
険
証
の
代
わ
り
に
有

効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者

証
」
や
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担

と
な
る
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
給

付
が
差
し
止
め
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

お
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
第
６
期
】
の
納
付
月
で
す

納
期
内
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（24）
０
２
８
７

　
　

           

　 

（23）
６
７
０
０

国
保
医
療
課

国
保
収
納
係
FAX

　プラスチックを捨てる時は、
《プラスチック製容器包装》
か《燃やせないごみ》に、分
別して出す必要があります。

　プラマーク　　　の表示
があるものは、資源物として
プラスチック製容器包装で出
してください。お菓子などの
袋、パック類、ネット類、プ
ラスチック製トレイやボトル
など、中身を取り出した後、
不要となるプラスチック製の
容器や包装物が対象となり
ます。出すときは、中身を全
部出し、汚れはすすいで落と
してから、《プラスチック製容
器包装》市指定の袋（白色）
で出してください。
　プラマークのないものや、
汚れのひどいものについては、

《燃やせないごみ》市指定の
袋（黄色）で出してください。
分別が悪いと、収集できない
ため、残されたごみが妨げと
なり、同じごみステーション
を利用する方の迷惑になりま
す。正しいごみの分別にご協
力をお願いします。
－－－－－－－－－－－－－－

「新聞、雑誌、段ボール、紙
パック」は、町内会などの集
団資源回収に出すか、環境セ
ンターに直接自己搬入してく
ださい。
　また、民間事業者による資
源物の拠点回収に出すことも
できます。

職員
募集

【
職
種
】
看
護
師

【
勤
務
場
所
】
休
日
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー

【
採
用
予
定
人
員
】
１
人

【
受
験
資
格
】
昭
和
45
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護

師
免
許
を
有
す
る
方
／
採
用
後
、

市
内
に
居
住
可
能
な
方

【
試
験
日
程
】12
月
13
日
㈰

【
会
場
】千
歳
市
役
所

【
内
容
】
性
格
検
査
、
作
文
試
験
、

面
接
試
験

【
申
込
期
限
】
11
月
24
日
㈫
ま
で

【
申
込
方
法
】
申
込
書
類
の
提
出

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
の
千
歳
市
職
員
採
用
試
験
案
内

を
確
認
。

【
採
用
予
定
】
令
和
３
年
２
月
１
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
試
験
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

千
歳
市
職
員
（
看
護
師
）

採
用
候
補
者
登
録
試
験


(24)
０
５
０
２

(22)
８
８
５
４

■FAX

職
員
課

人
事
係

本庁舎
４階 45

　

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
園
、
小

規
模
保
育
事
業
所
な
ど
を
バ
ス
で

巡
り
、
訪
問
先
の
施
設
で
保
育
体

験
や
見
学
を
行
い
ま
す
。
質
問
の

時
間
を
含
め
て
１
園
あ
た
り
40
分

程
度
滞
在
し
ま
す
。
ツ
ア
ー
の
最

後
に
《
な
か
よ
し
給
食
》
を
食
べ

ま
す
。

【
対
象
】
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

と
し
て
の
再
就
職
を
考
え
て
い
る

方
／
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
を
め

ざ
し
て
い
る
方
（
学
生
も
歓
迎
）

【
と
き
】
１
回
目
：
令
和
３
年
１

月
18
日
㈪
８
時
40
分
～
13
時

２
回
目
：
令
和
３
年
１
月
19
日
㈫

８
時
40
分
～
13
時

【
見
学
場
所
】１
回
目
：
あ
さ
陽
認

定
こ
ど
も
園
、あ
り
ん
こ
保
育
室
、

ひ
よ
こ
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園

千
歳
第
２
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
つ
ば
さ

２
回
目
：
認
定
こ
ど
も
園
お
ひ
さ

ま
、
こ
だ
ま
保
育
園
、
育
未
保
育

園
、
住
吉
認
定
こ
ど
も
園
、
認
定

こ
ど
も
園
つ
ば
さ

【
参
加
料
】無
料

【
定
員
】各
10
人
（
抽
選
）

【
申
込
】
11
月
10
日
～
12
月
10
日
／

Ｗ
ｅ
ｂ
申
込
フ
ォ
ー
ム
（https://

w
w

w
.harp.lg.jp/vaTKGm

XM

）

か
ら
申
し
込
み

保
育
士
リ
ク
ル
ー
ト
バ
ス

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

第２庁舎
１階３

(23)
６
７
０
０

■FAX 
(24)
０
３
４
１

こ
ど
も
政
策
課

こ
ど
も
政
策
係

　

い
じ
め
な
い
！
い
じ
め
ら
れ

な
い
！
家
庭
で
の
自
己
肯
定
感

の
育
て
方
／
講
師 
中
井 

麻
里
子 

氏(

自
己
開
花
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

／

大
切
な
子
ど
も
が
い
じ
め
る
方
に

も
い
じ
め
ら
れ
る
方
に
も
な
ら
ず

い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
毎
日
を

過
ご
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

「
自
己
肯
定
感
が
高
い
か
ど
う
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
︒

　
実
際
に
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
と

接
す
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を
高

め
育
む
こ
と
が
で
き
る
か
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
︒

【
と
き
】
12
月
19
日
㈯
14
時
～
15

時
30
分

【
と
こ
ろ
】
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル 

４
階 

大
会
議
室

【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
50
人
（
申
込
順
）　　
　

【
託
児
】
な
し
／
子
ど
も
を
つ
れ

て
入
場
可

【
申
込
】

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
申

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー


(24)
０
８
4
８

(27)
３
７
４
３

■FAX

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係

第２庁舎
２階 10

込
フ
ォ
ー
ム
（https://w

w
w

.
harp.lg.jp/t9H

N
o53r

）
か
ら

申
し
込
み

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
︑
氏
名
・
電
話
番
号
・

住
所
・
同
席
の
お
子
さ
ん
の
氏
名

と
月
齢
を
記
入
の
う
え
送
信
し
て

く
だ
さ
い
︒

Web申込
フォーム

Web申込
フォーム



みなさんの活躍
紹介します

隅々まで磨けば
お客様の心に響く

道の駅サーモンパーク千歳
トイレがきれい部門 ３年連続１位

第 11 回 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

町内会連合会
ホームページ

　
《
ち
と
せ
の
輪
》
と
い
う
グ

ル
ー
プ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

昨
年
度
の
町
内
会
活
性
化
支

援
事
業
で
は
、
市
内
の
若
い
世

代
が
集
ま
り
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
回
に
渡
っ
て

開
催
し
ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
最
後
に
は
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
テ
ー
マ
を
話
し
合
え
る

つ
な
が
り
が
あ
る
と
嬉
し
い
と

い
う
意
見
を
踏
ま
え
、「
ち
と
せ

の
輪
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ち
と
せ
の
輪
は
、
千
歳
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て「
考

え
て
み
た
い
」「
話
し
合
っ
て
み

た
い
」「
一
緒
に
何
か
し
て
み
た

い
」「
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と

感
じ
た
方
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て

加
入
し
て
お
り
、
今
年
度
は
さ

ら
に
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
気
軽

に
お
は
な
し
す
る
会
」
で
は
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
に
は
、《
ち
と
せ

の
輪
》
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
一
つ
で
も
あ
る
「
町
内
会
」

と
の
連
携
を
考
え
る
マ
ッ
チ
ン

グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
こ
こ
で
は
、
お

互
い
が
顔
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
ほ
し
い
の
か
、
意
見

交
換
し
な
が
ら
今
後
の
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
検
討
し
ま
す
。

　

詳
し
い
日
時
な
ど
は
、
決
ま

り
次
第
、
千
歳
市
町
内
会
連
合

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
《
道
の
駅
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千

歳
》
が
令
和
元
年
度
の
「
道
の
駅・

ト
イ
レ
が
き
れ
い
部
門
」
で
３
年

連
続
の
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
か
ら
勤
務
し
、
現
在
は
副
施

設
長
と
し
て
施
設
管
理
を
行
っ
て

い
る
美
口
利
和
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　
「
お
客
様
に
評
価
さ
れ
て
嬉
し
い

反
面
、
維
持
し
て
い
く
の
が
大
変
。

空
き
時
間
を
み
て
こ
ま
め
に
点
検

に
い
き
ま
す
。
汚
れ
だ
け
で
な
く

不
審
物
や
落
と
し
物
が
な
い
か
な

ど
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
施
設
管
理
全
般
を
担

当
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン
当

初
は
掃
除
担
当
で
ね
、
ず
っ
と
掃

除
を
し
て
い
ま
し
た
。
道
の
駅
が

オ
ー
プ
ン
し
て
２
年
目
に
施
設
の

運
営
方
法
や
観
光
情
報
を
学
ぶ
た

め
、
休
み
の
度
に
車
を
走
ら
せ
て

道
内
に
１
１
７
駅
あ
る
《
す
べ
て

の
道
の
駅
》
を
回
り
ま
し
た
。
自

分
の
足
で
訪
問
し
、
自
分
の
目
で

見
て
良
か
っ
た
も
の
を
お
す
す
め

し
た
い
で
す
か
ら
ね
。
ト
イ
レ
を

見
に
行
く
つ
も
り
は
な
か
っ
た
け

ど
、
施
設
に
行
く
と
ト
イ
レ
の
ほ

う
が
気
に
な
っ
て
さ
…
。
結
局
す

べ
て
の
道
の
駅
の
ト
イ
レ
を
見
ま

し
た
。「
こ
こ
に
段
差
が
あ
る
と
歩

き
に
く
い
な
」「
こ
こ
に
手
す
り
が

あ
り
、
便
利
だ
な
」
と
か
。
い
ろ

い
ろ
な
ト
イ
レ
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
当
駅
の
ト
イ
レ
は
胸
を
張
っ

て
き
れ
い
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
こ

は
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　
掃
除
は
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
や
っ

て
い
ま
す
が
、
道
の
駅
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
掃
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て

誰
が
担
当
に
な
っ
て
も
き
れ
い
に

な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
最
初
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
積
み
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、『
こ
こ
も
や
っ
た
ほ

う
が
い
い
よ
ね
』
と
個
人
個
人
が

意
見
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
統

一
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
ま
し

た
。

　
施
設
を
隅
々
ま
で
磨
け
ば
お
客

様
の
心
に
響
き
ま
す
。
毎
年
、『
ま

た
来
た
よ
、今
年
も
よ
ろ
し
く
ね
』

と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
顔
を

出
し
て
い
く
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
が

笑
顔
で
気
持
ち
良
く
利
用
で
き
る

道
の
駅
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

《ちとせの輪》

ご存じですか？ちとせの輪
Facebook
ページ

道の駅サーモンパーク千歳
　              美

み ぐ ち
口 利

としかず
和さん

ピカピカに磨かれたドレスルーム
のような女子トイレ
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【 対 象 】①市内に居住する就学前の子の父親／②市内に居住する就学前の子の保護者
【 と き 】① 12/ ５㊏ 10 時 30 分～ 11 時 30 分／② 12/ ８㊋ 10 時～ 11 時
【ところ】①げんきっこセンター／②ほくよう児童館　【受講料】無料　【定員】各 10 人（申込順）
【 託 児 】 就学前の子５人程度／申込時に予約　
【 申 込 】①② 11/13 ㊎９時～（平日の９時～ 17 時）
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【対象】や【申込】の表記がないものは自由参加です。【対象】や【申込】の表記がないものは自由参加です。

童館のクリスマス制作童館のクリスマス制作
12/15
            16

ひ の で    (　 ▪ＦＡＸ  (24)3163

し な の  (　 ▪ＦＡＸ  (22)2977

ほくおう  (　 ▪ＦＡＸ  (42)3743

しゅくばい   (　 ▪ＦＡＸ  (27)3126

せいりゅう  (　 ▪ＦＡＸ  (22)2560 
いずみさわ  (　 ▪ＦＡＸ  (28)6110

ほくよう    (　 ▪ＦＡＸ  (26)6789
あんじゅ     (　(23)8015　
                     ▪ＦＡＸ  (23)8016

10:30-11:30 児児
市内どこでも市内どこでも

こども家庭課　((24)0935　▪ＦＡＸ (23)6700

市
 民

 協
 働  事  業

子育て応援
クラブの

おおきくなったかな～身体測定日
11/18､12/2､16 は職員が計
測のお手伝いをします。

10:00-12:00毎日

リズム DE あ・そ・ぼ♪
楽器大好き

11/25㊌ 11:30-11:50 

コンシェルジュ土曜相談Ｄａｙ
【対象】妊娠中の方、就学前の
子の保護者

12/5 ㊏ 10:00-15:00

ポイントタイム～クリスマスバー
ジョン♪ / 今年度は、例年のよう
なクリスマス会は開催しません
が、クリスマスの雰囲気を皆で楽
しみましょう ｡　

12/14-17

おはなしだいすき♪ / 大型絵本の
読み聞かせなどをします。

12/10 ㊍ 10:30-11:15

11/19 ㊍ 11:00-11:30

歯と幼児食 　【対象】就学前の子
の保護者　【定員】12 人（申込順）

【申込】11/16､17

あそびの芽～クリスマス飾り
でセンターを飾ろう

【対象】就学前の子と保護者

11/27 ㊎ 11:00-11:30

あそびの芽～１歳あ～つまれ♪mini
【対象】１歳の子と保護者

11/19,12/17

はじまるよ～みんな大好き♪
紙芝居・大型絵本

【申込】12/7-11（12:00-15:00）

12/14 ㊊ 11:00- 

クリスマスウィーク / フォトス
ポットでパチリ！ゲームや制作で
楽しい思い出を作りませんか♪

【定員】①②各５組（申込順）
【申込】12/1-4(12:00-15:00）

10:00-12:00

イネのお正月スワッグ作り
豊かに実った稲を使いオリジナ
ルのスワッグ作りをして、お正
月に飾りませんか？　

【定員】５組（申込順）
【申込】11/16-20（12:00-15:00）
※託児なし。お子さんと一緒に参加

 11:30-11:50
/15:30-15:50

コンシェルジュ土曜相談Ｄａｙ
【対象】妊娠中の方、就学前の
子の保護者

11/21㊏ 10:00-15:00

12/14-18

クリスマス♪みんなで踊ろう！
Ｗｅｅｋ

【対象】就学前の子と保護者

 11:30-11:50
/15:30-15:50

絵本のひろば
11/24,12/1 11:00-

11/25 ㊌ 10:00-11:00

12/7-11
 10:00-10:50
/11:00-11:50

12 月誕生会 /12 月生まれの
誕生会です。フォトスポットで
記念写真を撮りませんか♪

【申込】12/7-11（12:00-15:00）

12/15 ㊋ 11:00-

食育相談日 / 離乳食や食事の
ことで困ったことなど、気軽に
栄養士に相談してみませんか。

【申込】12/7-11（12:00-15:00）

12/16 ㊌ 13:00-14:00

1/17  ㊐ 10:30-11:30

休日♪笑いヨガ講座
【対象】就学前の子と保護者
【申込】12/ ８㊋～

※申込不要（先着20セット）※申込不要（先着20セット）

休日開館日 (20 組先着 )
ちとせっこ 　12/  6㊐ 9:30-12:00
げんきっこ　11/15㊐ 9:30-12:00

センターの利用は事前予約が必
要です。【申込】が不要なイベン
トも利用予約をお願いします。

※参加希望の方は利用予約をお
願いします。詳しくはホームペー
ジをご確認ください。

※写真は昨年のクリスマス会の様子です。※写真は昨年のクリスマス会の様子です。



おもな会場は
総合保健センターです

健康づくり課
((24)0768  ▪ＦＡＸ (24)8418

9:30-11:30  総合保健センター
11/16 月

11 月の
健康相談日 
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ネネ
ウ
ボ
ラ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
《
助

ウ
ボ
ラ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
《
助

言
・
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
》
と
い
う
意
味

言
・
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
》
と
い
う
意
味

で
す
。
妊
婦
さ
ん
や
子
育
て
中
の
方
、
そ
の
ご

で
す
。
妊
婦
さ
ん
や
子
育
て
中
の
方
、
そ
の
ご

家
族
が
安
心
し
て
千
歳
で
子
育
て
が
で
き
る
よ

家
族
が
安
心
し
て
千
歳
で
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
保
健
師
な
ど
が
寄
り
添
い
、
応
援
す
る
仕

う
、
保
健
師
な
ど
が
寄
り
添
い
、
応
援
す
る
仕

組
み
で
す
。「
妊
娠
中
、体
重
が
増
え
す
ぎ
ち
ゃ
っ

組
み
で
す
。「
妊
娠
中
、体
重
が
増
え
す
ぎ
ち
ゃ
っ

た
！
」「
出
産
後
、
頼
れ
る
人
が
い
な
く
て
不
安
」

た
！
」「
出
産
後
、
頼
れ
る
人
が
い
な
く
て
不
安
」

「
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
、
ち
ゃ
ん
と
増
え
て
い
る
か

「
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
、
ち
ゃ
ん
と
増
え
て
い
る
か

な
」「
心
配
し
て
い
た
け
れ
ど
、
先
日
寝
返
り
が

な
」「
心
配
し
て
い
た
け
れ
ど
、
先
日
寝
返
り
が

で
き
ま
し
た
！
」「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
が
大
変
で
…
」

で
き
ま
し
た
！
」「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
が
大
変
で
…
」

「
ご
飯
を
全
然
食
べ
て
く
れ
な
い
」
な
ど
多
く
の

「
ご
飯
を
全
然
食
べ
て
く
れ
な
い
」
な
ど
多
く
の

相
談
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
お
子
様
の
成
長
や

相
談
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
お
子
様
の
成
長
や

育
児
に
つ
い
て
ネ
ウ
ボ
ラ
に
来
て
お
話
し
て
み

育
児
に
つ
い
て
ネ
ウ
ボ
ラ
に
来
て
お
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
今
年
度
は
、
完
全
予
約
制
で
感
染

ま
せ
ん
か
。
今
年
度
は
、
完
全
予
約
制
で
感
染

症
対
策
を
行
い
な
が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
お

症
対
策
を
行
い
な
が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
お

父
さ
ん
や
祖
父
母
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。
ち

父
さ
ん
や
祖
父
母
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。
ち

と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
で
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
際

と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
で
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
際

な
ど
に
、
子
育
て
情
報
を
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル

な
ど
に
、
子
育
て
情
報
を
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ネ
ウ
ボ
ラ
の
案

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ネ
ウ
ボ
ラ
の
案

内
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市

内
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
サ
ー
ビ

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

ス
の
紹
介
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

千
歳
に
来
ら
れ
た
子
育
て
中
の
皆
さ
ま
で
お
持

千
歳
に
来
ら
れ
た
子
育
て
中
の
皆
さ
ま
で
お
持

ち
で
は
な
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布

ち
で
は
な
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
出
く

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　  （
母
子
保
健
課

（
母
子
保
健
課  

保
健
師
）

保
健
師
）

保健師・栄養士のリレーコラム

ＢＣＧ予防接種
【対象】新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、別途案内状
を郵送しています。/ 対象期間
内に接種できないときは 3 か月
から 11 か月まで接種できます。

【持ち物】母子健康手帳、予診票

12/4,18

《ちとせ版ネウボラ》
導入から5年目に入りました！

フッ化物塗布・歯科相談
【対象】1 年以内に総合保健セン
ターの歯科医師健診、1 歳６か月・
３歳児健診のいずれかを受けた子

【申込】事前に予約が必要
【料金】800 円（フッ化物塗布）
【持ち物】母子健康手帳、歯ブラシ

12/7

フッ化物塗布・歯科相談・歯科医
師健診　

【対象】1 歳～就学前の子
【申込】事前に予約が必要
【料金】800 円（フッ化物塗布）
【持ち物】母子健康手帳、歯ブラシ

12/22㊋

《詳細》母子保健課
((24)0771　▪ＦＡＸ (24)8418
★ BCG 予防接種のみ 
担当  ((24)3148

　 集団健診日程追加
【総合保健センターでの検診】
● 1/16､1/17  （7:00 ～ 10:30） 

【申込】 11/10 ㊋から 8:45~17:15（受付）
※詳細につきましては、《健診申込専用ダイヤル》まで
お問い合わせください。

㊊

と　き と こ ろ
  12/2 ㊌  10:00-11:30 アリスセンター
  12/7 ㊊  10:00-15:00 総合保健センター
12/10 ㊍  10:00-11:30 せいりゅう児童館
12/12 ㊏  10:00-12:00 げんきっこセンター
12/18㊎  10:00-14:00 ちとせっこセンター
12/21㊊  10:00-15:00 総合保健センター
12/24 ㊍  10:00-15:00 総合保健センター

【申込・詳細】母子保健課
( （24） 0133　 ▪　　　　ＦＡＸ  　  （24） 8418
こども・妊婦ネウボラは、すべての日程で予約が必要予約が必要です

わくわくミニママクラブ「おむ
つ交換・抱っこの練習」

【対象】市内居住の妊娠中の方
【定員】各６人（申込順）
【申込】12/18 ㊎まで
【持ち物】母子健康手帳、筆記
用具、飲み物
※①と②は同じ内容です。

① 10:00-/ ② 11:00-12/22㊋

ミニ体験パパクラブ「妊婦体験・
赤ちゃんのお風呂実習」

【対象】市内居住の妊娠中のご夫婦
【定員】各６組（申込順）
【申込】12/10 ㊍まで
【持ち物】母子健康手帳、父子
健康手帳、筆記用具
※①と②は同じ内容です。

① 10:00-/ ② 11:00-12/12㊏

健康的な食事の秘訣

ヘルシーで満足感を高めるための
調理の工夫が満載！

【内容】講話「カロリー・脂質ダウン！
ヘルシー・おいしい食事のポイント」／
ヘルシーメニューの調理実習

【対象】74 歳以下の市民
【とき】12/3 ㊍ 10：00 ～ 13：00
【ところ】総合福祉センター ４階
【受講料】500 円 ( 食材費 ) 
【定員】 20 人（申込順）
【持ち物】 エプロン ､ 三角巾（バンダ
ナ）､ ふきん

【申込期限】11/24 ㊋
【詳細・申込】健康づくり課
((24)0768 　   ▪ＦＡＸ　　(24)8418

～実践編～

健診申込専用ダイヤル　((24)0617
【担当】市民健康課 ((24)0364 ▪ＦＡＸ　　(24)8418

相 談
無 料

《ネウボラ》では、保健師、助産師、子育てコンシェルジュ
が子どもにあった相談対応や支援プランを作成します。

健診内容 対　象 　料　金（円）
胃がん 40 歳～ 1,500(   500)
大腸がん 40 歳～ 1,000(   300)
肺がん 40 歳～ 500(   100)
前立腺がん 50 歳～ / 男性 1,000(   300)
肝炎ウイルス 注① 800(   800)

国保特定健診 40 ～ 74 歳
の国保加入者

～ 64 歳 : 1,000
65歳～  ：    500

はつらつ健診 後期高齢者医療
制度加入者 無　料

さわやか健診 19 歳～ 39 歳 1,000(1,000)
いきいき健診 40 歳～ / 生保 無　料
エキノコックス症 注② 無　料

【注①】B・C 型肝炎の診断などを受けていない方
【注②】過去５年間で同等の検査を受けていない方　



INFORMATIONお知らせ

LEARNING見る/学ぶ
新型コロナウイルス感染症の影
響により、内容が変更になるこ
とがあります。最新情報は各種
団体のホームページか電話など
でご確認ください。イベントな
どに参加する際は、手洗いや手
指消毒などの徹底、距離をとる
などの《新しい生活様式》の実
践をお願いします。

北ガス文化ホール … 市民文化センター
ダイナックスアリーナ … スポーツセンター
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総務省から委嘱を受けた行政相談委員
が､行政と市民のパイプ役として､年金､
登記､道路､河川など､国の業務に関する
意見や要望などの相談を受け付けます｡
とき 11月19日㊍／13時30分～16時
ところ市役所第２庁舎２階 会議室４
▪￥ 無料
●●詳 千歳市行政相談委員　
山内 幸子　 ▪ＦＡＸ (24)3291
天野 眞弓　 ▪ＦＡＸ (22)0655
※電話相談は､随時受け付けています｡

開設します《行政相談所》

12月の市民健康講座は､新型コロナウ
イルス感染症の拡大防止のため､中止
します｡令和３年１月以降の開催につ
いては改めてご案内します｡
●●詳 市民病院地域医療連携課
 (24)3000 〇内8138 ▪ＦＡＸ (24)3030

開催中止のお知らせ
市民病院の市民健康講座

▼公開講座　青森県弘前市　大森勝
山遺跡について／キウス周堤墓群と同
じく《北海道・北東北の縄文遺跡群》
として世界文化遺産登録をめざす､青森
県弘前市の大森勝山遺跡の魅力を紹介
します｡
とき 11月21日㊏／13時30分～15時
ところ 北ガス文化ホール３階視聴覚室
▪￥ 無料　▪定 ▪員 30人(申込順)
▪申 ▪込  11月20日㊎まで／ で申し込み
▼勾玉をつくろう！
▪対 ▪象 小学生以上の方(対象年齢未満で
も保護者同伴で可｡大人のみでも可｡)
とき 12月13日㊐／13時～15時
ところ 埋蔵文化財センター
▪￥ 無料　▪定 ▪員 12人(申込順)　
▪申 ▪込  12月11日㊎まで／で申し込み
▪持 ▪ち ▪物  タオル､飲み物
●●詳 ▢市 埋蔵文化財センター　
 (24)4210 ▪ＦＡＸ (21)9301
※マスク着用、検温にご協力願います。

公開講座と体験学習
埋蔵文化財センターの

▼花と緑の絵コンクール受賞作品の
展示会
とき 12月４日～14日／９時～18時／
初日は11時～／最終日は16時まで　
ところ 道の駅サーモンパーク千歳施
設内　▪￥ 無料　
▼園芸教室～針葉樹と赤い実で作る
～クリスマスのスワッグ／針葉樹の枝
やサンキライ・バラの実などを使ってス
ワッグ(壁に飾る花束)を作ります｡リボン
を和風のものに代えるとお正月にも飾れ
ます｡／講師 渡邊 美枝 氏(フラワーアト
リエ花楓代表､プランツギャザリング・ギャ
ザリスト､ルーティフラワー講師)
とき 12月12日㊏／①10時30分～
12時､②14時～15時30分
ところ 北ガス文化ホール４階大会議室
▪￥ 800円(材料費)　
▪定 ▪員 ①②各20人(申込順)／親子参加歓迎
▪申 ▪込  11月16日８時45分～／で申し
込み　▪持 ▪ち ▪物  汚れてもいい服装､作
品持ち帰り用袋(40㎝×40㎝程度)
●●詳 ●●申 ちとせ環境と緑の財団　
 (22)1117 ▪ＦＡＸ (22)1118

ちとせ環境と緑の財団の各種事業

市内の小中学校・高等学校で、福祉・
ボランティアの体験学習として行われ
る《福祉の授業》を支援するボランテ
ィアの育成を目的に開催します。本年
度は車いす介助・乗車体験の実施を支
援する人材を育成します。
▪対 ▪象 受講後、福祉の授業支援ボラン
ティアとして活動いただける方　
とき 第１講座：令和２年12月15日㊋
13時30分～15時30分／第２講座：令
和２年12月17日㊍10時30分～12時
05分　
ところ 第１講座：千歳市総合福祉セン
ター402号室／第２講座：千歳市立祝
梅小学校　
▪￥ 無料　▪定 ▪員 10人(申込順)
●●詳 ●●申  千歳市ボランティアセンター
 (27)2525　▪ＦＡＸ (27)2528

ボランティア養成講座

基本包装(斜め包み・ボトル包み・リ
ボンかけ)､クリスマスラッピングな
ど／講師 菅原 祐子 氏(１級販売士・
日本販売士協会登録講師)
とき 12月12日㊏／９時30分～12時
ところ 千歳商工技術センター(千歳商
工会議所)　▪対 ▪象 市民　
▪￥ 無料　▪定 ▪員 20人(申込順)
▪申 ▪込  12月２日㊌まで　▪持 ▪ち ▪物  はさみ
●●申 千歳商工会議所総務課
 (23)2175 ▪ＦＡＸ (22)2122　
●●詳 ちとせ販売士会
田所　 090(9752)3571

基本包装＆クリスマスラッピング教室

暮らしのちょっと応援サービス《ヤマセ
ミねっと》とは､身の回りのちょっとし
た困りごとを住民同士が有償でお助けす
る､お互いさまの活動です｡／説明会・講
座内容「なぜ地域での支え合いの活動が
必要とされているのか」「支え合い活動
の心得とマナー」「応援できる人(協力
者)登録および活動について」
とき 12月10日㊍／11時～12時　
ところ泉沢向陽台コミセン　
▪￥ 無料　▪定 ▪員 20人(申込順)
▪申 ▪込  12月３日㊍まで
●●詳 ●●申 千歳市社会福祉協議会 地域福祉課
 (27)2525 ▪ＦＡＸ (27)2528　
※マスク着用にご協力願います。

応援できる方登録養成講座
《ヤマセミねっと》

年金記録や将来の年金受給見込額を確認
し、未来の生活設計について考えてみま
せんか。「ねんきんネット」では、いつ
でも自分の年金記録を確認できるほか、
将来受け取る年金受給見込額について、
さまざまなパターンで試算できます。詳
しくは《日本年金機構ホームページ》で
ご確認いただくか、新さっぽろ年金事務
所にお問い合わせください。
●●詳 新さっぽろ年金事務所
 011(892)9316　▪ＦＡＸ  011(891)9389

11月30日は「年金の日」です
11月は「ねんきん月間」

相続登記をしないと、相続人の間での
トラブル､空き家問題などのさまざま
な問題発生の原因となるため、管轄す
る法務局に申請をお願いします。相続
登記の申請にあたっては､以下のサー
ビスを利用すると便利です｡

▼相続登記相談専用ダイヤル(11月限定)
 011(522)5576（平日10時～16時）

▼登記手続案内(完全予約制)
申請書様式や必要な添付書類の種類など
についてご案内します。
●●詳 ●●申 札幌法務局恵庭出張所
 (32)3057(平日８時30分～17時15分)

忘れていませんか？ 相続登記!!
相続登記促進取組強化月間

福祉の授業支援のための



▪￥ 参加料･入場料  ●●詳 ●●申 ●●会  詳細､申込先､会場   電話番号 ▪ＦＡＸ ファックス番号 ▪∨ｅＥメールアドレス ▪HPホームページアドレス ▢市 市の組織･施設
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「スマホで副業 !!」「スマホで副業 !!」
ホントに稼げる？ホントに稼げる？

EVENTイベント

家庭にある着なくなった洋服の寄付､ま
た寄付された服を自由に持ち帰る(リユー
ス＆リサイクル)／新生児～150㎝まで
の洋服､装飾小物(対象外:肌着､靴､おも
ちゃ)
とき 11月24日㊋／11時～15時　
ところ アウトレットモール・レラ
▪￥ １家族500円(運営費など)
※もらう・寄付どちらかのみの参加も可
※寄付のみの参加は無料
▪定 ▪員 100家族(10家族×20分交代)
▪申 ▪込  完全予約制／googleフォーム予約
▪事 ▪前 ▪回 ▪収 ▪場 ▪所 アウトレットモール・
レラ インフォメーション／げんきっ
こセンター／福祉センター
●●詳 ●●申 千歳市おやこイベント実行委員会
押見　 090(7840)3277 
▪HPhttps://www.chitoseoyako.com
※マスク着用、検温にご協力願います。

おさがり交換会

▼高等工科学校説明会
とき 11月28日㊏／10時～12時
ところ 北ガス文化ホール３階 視聴覚室

▼第５回自衛官候補生(男女・陸海空
要員)採用試験
▪対 ▪象 18歳以上33歳未満の男女
とき 12月18､19日のうち指定する１日
▪受 ▪付  12月11日㊎まで

▼高等工科学校採用試験
▪対 ▪象 中卒(見込み含む)17歳未満の男子
とき 推薦：令和３年１月10､11日の
いずれか１日／一般：令和３年１月
23日㊏
▪受 ▪付  推薦：11月30日㊊まで／
一般：令和３年１月６日㊌まで

●●詳 ●●申 自衛隊札幌地方協力本部千歳地域
事務所　(23)2642 ▪ＦＡＸ (26)1775

自衛官などの募集
CULTURE/SPORT文化/スポーツ

一回券購入の方に限り半額で利用いただ
けます(プリペイドカードでの購入可)。
とき 11月15日㊐／終日
●●詳 ●●会 ▢市 温水プール
 (49)7001　▪ＦＡＸ (49)7003

温水プールの半額開放日

▼３歳児親子体操
▪対 ▪象 市内居住の３歳児(平成28年４月
２日～平成29年４月１日生まれ)と保
護者､幼児指導担当者など
とき 12月13日㊐／９時30分～11時30分
ところ ダイナックスアリーナ 第２
体育館　▪定 ▪員 15組(申込順)
▪申 ▪込  11月19日12時～20日17時　

▼１・２年生体育講習会
▪対 ▪象 市内居住の小学１・２年生と幼
児指導担当者など　
とき 12月13日㊐／13時30分～15時30分
ところ ダイナックスアリーナ  第２体
育館　
▪定 ▪員 20人(申込順)　
▪申 ▪込  11月19日12時～20日17時

▼トレーニング室で体幹強化とダイ
エットチャレンジ　
▪対 ▪象 市内居住の18歳以上の方　
とき 12月14日㊊／９時30分～11時30分
ところ 総合武道館 トレーニング室
▪定 ▪員 10人(申込順)　
▪申 ▪込  11月27日12時～28日17時

▼▼▼共通事項
▪￥ 無料　▪申 ▪込  HPから申し込み
●●詳 ●●申 千歳市体育協会 振興課
 (22)4150(申込不可) ▪ＦＡＸ (24)2320
▪HPhttp://www.chitose-taikyo.or.jp/
※インターネット環境が無い方はお
問い合わせください。(９時～17
時／㊐㊊㊗休み）

体育協会からのお知らせ

▼再開のお知らせ
新型コロナウイルス感染症の拡大防止
のため一部制限休止していた事業およ
び施設の一部を再開しました｡
・２階スペース…席数を減少
・上映会…入場者数を40人までに制限
・おはなしコーナー…利用者数を20人
までに制限
　なお､引き続きＡＶコーナーの利用は
休止させていただきます｡
●ご利用の際はマスクの着用､手指の消
毒をお願いします｡

▼蔵書点検が終わりました
蔵書点検の結果､貸出手続きをせずに館
外へ持ち出されたり､貸出されたまま未
返却の本が確認されています｡閉館時は
ブックポストも利用いただけますので､
返しそびれている本がお手元にありま
したら､返却をお願いします｡
●●詳 ▢市 図書館
 (26)2131　▪ＦＡＸ (26)2133
▪HPhttp://library-city-chitose.jp/

図書館ガイド

千歳スキースポーツ少年団
▪対 ▪象 小学２年生～中学３年生
▪活 ▪動 ▪期 ▪間 11月21日～令和３年３月７
日の㊏㊐(月６回程度､初滑り日帰り
バスあり)
▪活 ▪動 ▪場 ▪所 市民スキー場､長沼スキー場など
▪￥ 9,000円(一括､保険料込)
▪申 ▪込 11月21日㊏（入団式）まで
千歳スキー連盟事務局 (22)0776 の
申込用紙にて受付、またはスキースポ
ーツ少年団へ
▪そ ▪の ▪他  表彰制度あり(優秀団員､皆勤賞)
※皆勤賞は入団式を含めすべての講習
などの行事に参加した団員が該当｡
●●詳 ●●申 千歳スキースポーツ少年団
久野　▪ＦＡＸ (27)8733 

WANTED募集

会員団員求む
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祝 梅コミセンを会場に、祝梅コミュニティ協議会が独自
に計画・実施した避難所開設・運営訓練では、市職員も

参加し、資器材の貸出や説明などの支援を行いました。

創立 1 周年記念大会
千歳ラグビースクール

コミュニティ協議会で実施
避難所開設・運営訓練②

新 型コロナウイルス感染症の状況下で自然災害が発生し
たと想定した訓練を実施。コミセン管理者やコミ協委

員、市職員の三者が連携し、実践的な訓練を行いました。

町内会連合会と市が連携
避難所開設・運営訓練①

生徒は、青年海外協力隊や留学生の海外での活動や体験談
などに聞き入っていました。後半では事前に作成したポ

スターを使い各国の情勢などを英語でプレゼンテーション。
質疑応答も英語のみで行う堂々とした発表で、世界を舞台にし
た活躍が期待されます。

千歳高校で国際理解の集い
世界の現状や異文化の理解を深めるため

ア マビエの折り紙作りなどを通して新型コロナウイルス
感染症の終息祈願をテーマとした《図書館まつり》が

開催されました。参加者は「思ったよりも複雑」と悪戦苦闘。
先生の話を聞き、親子で協力して思い思いのアマビエが完成
しました。きっと、もうすぐ願いは届きますね。

図書館まつり
アマビエでコロナ終息を願って 10/310/10

10/15

10/2110/25

創立 1 周年を迎えた《千歳ラグビースクール》が記念大
会を開催しました。設立当初は 8 人だったメンバーは

75 人に、小さなラガーマンはコートを元気に走り、パスを
つないでいました。昨年の広報ちとせ 10 月号《人のいる風
景》で紹介した佐藤雅

まさとし
敏さんの夢が着実に進んでいます。

千歳ワイナリー
千歳産ワインの仕込みはじまる

10/19

※ 訓練を計画する際には市危機管理課までお気軽にご相談ください。

読
書
の

秋

実
り
の
秋

千 歳ワイナリー（高台）
で、今年のワインの

仕込み作業が行われまし
た。 こ の 日 に 仕 込 ん だ 約
170 ㎏のブドウは、市内
の農家が育てたピノノワー
ルなど３種類。ブドウの実
と茎を分ける除

じょこう
梗が手作業

で行われ、工場内は甘いか
おりに包まれました。来年
には市内唯一の《千歳産ワ
イン》として販売されます。

ス
ポ
ー
ツ
の

秋



人
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う
ご
き

《総人口》

98,097 人 ( － 25)

男性　49,807 人 ( － 39)

女性　48,290 人 ( ＋ 14)

《世帯》50,957 世帯 ( － 18)

(  )内は、前月との

比較です。11●1
現在

市民の皆さんの身近に
ある楽しい話題・イベ
ントの情報をお寄せく
ださい。

広報広聴課　広報係
(24)0104 ■FAX (22)8851 

31 広報ちとせ 令和２年 (2020) 年 11年 11 月号月号

まちのできごと・マンスリーでお知らせします。

「進んでいますか？冬支度」No.236 
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多くの市民の皆さん、特に 75 歳以上の方に路線
バスをご利用いただくため、11 月 16 日販売

開始の《ちとせスーパープレミアム付商品券》の利
用に合わせ、《シルバーおでかけパス》をお持ちの方
が利用できる 100 円相当分の《補助券》を本記事
の左隣に印刷しました。
　《補助券》を切り取り、買い物などの外出の際に、
ぜひ、シルバーおでかけパスと合わせて活用し、路
線バスをご利用ください。まだシルバーおでかけパ
スをお持ちでない方は、この機会に交付の手続きを
検討してはいかがでしょうか。

シルバーおでかけパス補助券で路線バスに乗ろう
《ちとせスーパープレミアム付商品券》のご利用に合わせて

《シルバーおでかけパス》とは？
　シルバーおでかけパスは、バスの利用が少ない時
間帯の利用促進と高齢者が外出するきっかけづくり
のため、バス事業者の協力により実現しました。
　このパスがあれば、市街地の対象となるバス（便）
を距離に関係なく、1 乗車 100 円で利用すること
ができます。

【対象となるバス（便）】
始発のバス停を 10 時から 16 時までに出発した便
【利用できるバス会社】
中央バス、千歳相互観光バス、道南バス、あつまバス
※中央バス「千歳線」（札幌方面～千歳駅前間）は利用不可。
※あつまバス「千歳線」は千歳駅～新千歳空港間で利用可。
【申請窓口】市役所本庁舎４階 43 番窓口
【お問い合わせ先】
千歳市企画部主幹（交通政策担当）
 ２４- ０８９７　FAX ２２- ８８５４

物流などによる地域活性化と市民サービスの向上
を目的として、市はヤマト運輸㈱と《包括連携

協定》を締結しました。内容は《災害時の物資の輸送・
保管など》《安全な地域づくり》《高齢者などへの支援》

《青少年育成》《環境問題》《市の魅力の発信》など、
さまざまな分野にわたります。締結式に出席した北
川千歳主管支店長は「地域の安心・安全と更なる活
性化をともにすすめていきたい」と今後の更なる連
携に意欲を示しました。

ヤマト運輸と連携協定を締結
地域の活性化に向けて更なる連携を

10/22

開始

【対象者】
市内に居住する 75 歳以上の方
※令和３年３月 31 日（水）までに 75 歳
になる方も申請可。
【申請に必要なもの】
①カラーの顔写真（4.5 センチ× 3.5
センチ）、②印鑑、③本人確認書類（健
康保険証など）
※申請時は本人が窓口にお越しください。

利用上の注意利用上の注意
①①シルバーおでかけパスの提示が必要です。シルバーおでかけパスの提示が必要です。
バスの降車時に運賃箱へ投入してください。バスの降車時に運賃箱へ投入してください。
②１乗車につき１枚のみ利用できます。②１乗車につき１枚のみ利用できます。
③複写しての利用はできません。③複写しての利用はできません。

利用上の注意利用上の注意
①①シルバーおでかけパスの提示が必要です。シルバーおでかけパスの提示が必要です。
バスの降車時に運賃箱へ投入してください。バスの降車時に運賃箱へ投入してください。
②１乗車につき１枚のみ利用できます。②１乗車につき１枚のみ利用できます。
③複写しての利用はできません。③複写しての利用はできません。

利用上の注意利用上の注意
①①シルバーおでかけパスの提示が必要です。シルバーおでかけパスの提示が必要です。
バスの降車時に運賃箱へ投入してください。バスの降車時に運賃箱へ投入してください。
②１乗車につき１枚のみ利用できます。②１乗車につき１枚のみ利用できます。
③複写しての利用はできません。③複写しての利用はできません。

利用上の注意利用上の注意
①①シルバーおでかけパスの提示が必要です。シルバーおでかけパスの提示が必要です。
バスの降車時に運賃箱へ投入してください。バスの降車時に運賃箱へ投入してください。
②１乗車につき１枚のみ利用できます。②１乗車につき１枚のみ利用できます。
③複写しての利用はできません。③複写しての利用はできません。
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■
読
書
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、
安
眠
枕

代
わ
り
に
寝
る
前
に
少
し
ず
つ
本
を
読

ん
で
い
る
の
で
す
が
、
一
つ
の
フ
レ
ー

ズ
に
目
が
止
ま
り
ま
し
た
。
斎
藤
一
人

さ
ん
の
言
葉
で
「
欠
点
と
は
ま
だ
使
い

道
の
分
か
ら
な
い
才
能
」
。
欠
点
だ
ら

け
の
私
と
し
て
は
、
も
う
い
い
年
な
が

ら
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
り
そ
う

だ
と
心
強
く
な
り
ま
し
た
。
お
陰
で
今

夜
も
ぐ
っ
す
り
眠
れ
そ
う
で
す
。

■
支
笏
湖
に
惹
か
れ
千
歳
に
移
住
し

て
き
た
私
に
と
っ
て
、
支
笏
湖
チ
ッ

プ
は
ず
つ
と
や
り
た
か
っ
た
特
集
。

今
年
は
湖
の
水
温
が
高
く
、
親し

ん
ぎ
ょ魚

が

帰
っ
て
く
る
の
が
遅
か
っ
た
の
で
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
取
材
を
続
け
ま

し
た
。
水
中
カ
メ
ラ
を
片
手
に
、
待

ち
続
け
た
１
か
月
で
し
た
。
取
材
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10月21日／ヒメマスふ化

場と山線鉄橋で撮影

　 今月の表紙
支笏湖の山々が紅く色づく
ころ、湖の中にも紅色がひ
ろがります。産卵のために
故
ふるさと
郷のふ化場へ戻ってきた

支笏湖チップ（ヒメマス）
の群れ。支笏湖ブルーと呼
ばれる青く澄んだ湖がひと
とき、紅く染まります。

■ 震度５の大きな揺れが千歳市を襲った２年前９月６

日の北海道胆振東部地震。全道一円が一瞬の間に闇に

包まれるというブラックアウト現象のために、市内の

道路信号もあちらこちらで消えてしまいました。そん

な非常事態の中で、弊社がその年の４月に千歳市から

借り受けて市内を走っていた支笏湖ブルーの路線バス

が“災害対応バス”に様変わりし出動。信号不通のた

めパトカーに先導されながらもスポーツセンターなど

に避難されていた方々の輸送に当たった光景は勇姿そ

のものでした。地震などの災害は決して起きては欲し

くないですが、万一の事態に備えつつ、今日もブルーの

バスが市民の足として市内を走り回っています。

　　　　　　　　　　　　
千歳相互観光バス株式会社　代表取締役社長

中
なかむら

村 敬
た か し

臣 さん

いざ 災害対応バスが出動

カメラが光を捉えるほん
の一瞬。映り込む人物や
ものごと。千歳ならでは
の魅力が、残したくなる
風景が、そこにある。 

※《シルバーおでかけパス補助券》の詳細に
つきましては、前のページをご覧ください。




